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　本震の翌日に記した先月号の書き出しでも、熊
本地震の一刻も早い沈静化を願っています。
　その気持ちは今も同じですが、まさかここまで
余震が続き、被害が大きく拡大するとは、つゆほ
どにも思いませんでした。
　きっと皆さんも同様ではなかったでしょうか。
被災地・熊本への職員派遣を継続中
　町では直ちに震災義援金箱を町内の公的施設に
設置し、住民の皆さんに資金面での応援・支援を
呼び掛けました。
　また、全国町村会からの要請に応じ、熊本県御
船町に対して、4 月末から 5 月15日まで（ 2 人編
成× 2組の）職員派遣を行ったところです。
　御船町は震源地の益城町のすぐ南に隣接し、同
様に被害が大きかった町にもかかわらず、救援の
手が薄かった町です。
　現地で不足している「被害家屋調査認定資格」を
有する職員を送り込み、喜ばれたところです。
　さらに 6月１日からは、関西広域連合の要請に
応じ、益城町への職員派遣（ 2人）を行い、継続し
て被災地の支援に当たります。
発生確率「ほぼゼロ」が動いた
　今回の熊本地震は、布田川断層と日奈久断層が
動いたものですが、町長室に貼付している公的研
究機関の震災予測マップでは、ここ30年での発生
確率は「ほぼゼロ」と記されています。
　日本列島全体が 9世紀以来の地震多発の大振動
期に入ったといわれる証左なのかもしれません。
　1200年前、特に貞観年間には大震災や火山の爆
発が相次いでいます。
　863年には、「越中・越後地震」、868年には「播
磨地震」、「山城地震」、869年には「三陸地震（貞観
津波）」…と続いています。
　そして、驚くべきことに同869年には「肥後地
震」も起こっているのです。
　「熊本地震」は、まさに「肥後地震」の再来かもし
れないと捉える学者さんたちは、山崎断層が動く
「播磨地震」への備えの必要性を説かれるのです。
　いつ何時、何が起こっても不思議ではありませ
ん。有事への備えを怠らないでください。
　　　　　　　　　　　　

平成28年 5 月17日（記）

町長からの手紙
町長 戸田善規

　岩座神の「棚田オーナ
ー田植まつり」の様子で
す。
　初夏の青空のもと、子
どもたちもお手伝い。泥
の感触に歓声を上げなが
ら、楽しそうに苗を植え
付けていました。

人　口　　21,831人 （前月比－51）

男　性　　10,571人 （前月比－24）

女　性　　11,260人 （前月比ー27）

世帯数　 　7,542戸

わたしたちの多可町
平成28年 5 月 1 日現在

　18歳になって選挙権
を持ったら、投票に行
きたいです。今の政治
に不満なところがある
ので、その思いを選挙
を通じて伝えていけた
らいいなと思います。
　また、選挙権の年齢
が18歳以上に引き下げ
られることは賛成です。
高校生でもしっかりし
ている人はたくさんいるし、高校生の立場だからこ
そ考えられることもあると思うからです。　
　先日学校で、選挙管理委員会の皆さんによる出前
授業があり、選挙の仕組みや投票参加の意義などの
話を聞きました。それまで「政治に興味がないし、
めんどくさいから投票に行かない」と言っていた友
達が、授業を受けた後は「行ってみようかな」と言っ
ていたので、このような授業がもっと充実すれば若
者の投票率の向上につながるかもしれません。

　より良い暮らしを願って、私たちの代わりにその思いを実
現してくれる人を選ぶ制度が「選挙」です。しかし、世代別に
見ると若い世代ほど投票率が低くなっており、今後の日本を
担っていく若い世代の意見が政治に届きにくくなっています。
その結果、若者に向けた政策が実現しにくくなったり、実現
するのに時間を要する可能性があります。

　若い世代の意見を、国や地方の政治にもっと反映されるよ
うにするためです。また、世界的に見ると、18歳までに選挙
権が認められている国は全体の92％であり、今回の引き下げ
は世界の流れにも沿ったものとも言えます。

　昨年 6月、選挙年齢を18歳以上とする法律が公布されました。この法律
により、6 月19日以降に初めて公示される国政選挙から、選挙権年齢が
これまでの「20歳以上」から「18歳以上」へ引き下げられます。
　選挙は、自分の思いを政治に伝えるチャンスです。これから有権者
になる皆さんはもちろんのこと、すでに有権者である皆さんもこの機
会にもう一度、選挙について考えてみませんか。

■問合先　多可町選挙管理委員会（総務課内）　☎（32）2382

×
選挙を考える
18歳

若者の投票率が低いってホント？

なぜ「18歳以上」に引き下げられるの？ 各国の選挙権年齢（抜粋）

20歳　 カメルーン
19歳　 韓国
18歳　 アメリカ・イギリス
17歳　 インドネシア・北朝鮮

18歳選挙権について思うこと
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70代  60代  50代  40代  30代  20代

35.28%
42.09%

49.98%

60.07%
68.28%

59.46％

■年代別投票率
　　※総務省調べ

全国で約240万人、
町内では約460人が
新たな有権者に！

持ち物は、事前に郵
送される入場券だ
け！
※万が一忘れた場合でも、
　本人確認の上で投票可
　能です。

投票の流れ

①候補者を知る
　街頭演説・政見放送・インターネットなどで情報収集。

②受付・本人確認
　受付で入場券を渡し、選挙人名簿と照合。

③投票用紙交付

④記入

⑤投票
　書いたら二つ折りにして投票箱へ。

若者の
意見 50～70代の

意見

充実!

投票所へＧＯ！！

　新しく有権者となる
若い皆さんには、あま
り難しく考えずに気軽
に投票に来てほしいと
思います。投票日が日
曜日のため、用事で来
られないなどの場合は、
投票日の前に「期日前
投票」や「不在者投票」
をすることもできます。
　若者の投票率の低下
が問題となっていますが、学校での教育はもちろん、
家庭でも会話の中で選挙というワードを取り入れて
もらえればうれしいです。
　また、今回の選挙権年齢の引き下げに関連し、投
票所に同伴できる子どもの範囲が拡大され、選挙権
を持たない児童や生徒なども一緒に投票所に入るこ
とができるようになりました。貴重な一票となるこ
とを、ご家族や友人、職場などで話しをして、皆さ
ん投票に行きましょう。

多可高校生
𠮷田千尋さん（市原）

多可町選挙管理委員会委員長
有田昭藏さん（中野間）
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クローズアップ町政

■
問
合
先　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
☎（
32
）2
3
8
1 

生
活
安
全
課
☎（
32
）4
7
7
7

消
防
サ
イ
レ
ン
お
よ
び
防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
子

局
の
設
置
と
運
用
の
お
知
ら
せ

　

6
月
か
ら
、
新
た
な
消
防
サ
イ
レ
ン
と
防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
子
局
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
軽
減

■
問
合
先　

住
民
課
☎（
32
）2
3
8
3

　

病
院
な
ど
で
受
診
し
た
と
き
に
支
払
う
保
険
診
療
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成
す
る
、
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉ 7月 1日からの福祉医療費助成制度の詳細

老 人 医 療 費
助 成 制 度

市町村民税非課税世帯に属する
65～69歳の人で、本人の年金収
入と所得（年金所得以外）の合計
額が80万円以下の人

障 害 者 医 療 費
助 成 制 度

こ ど も 医 療 費
助 成 制 度

身体障害者手帳 1～ 3 級、療育
手帳Ａ・Ｂ 1・Ｂ 2 判定、精神
障害者保健福祉手帳 1 級の人
で、本人・配偶者・扶養義務者
の市町村民税所得割額の合計額
が23万 5 千円未満の人

下表のとおり、平成26年 7 月以降
65歳になる人から自己負担割合・
負担限度額を変更して実施してい
ます。

・外来の場合、 1保険医療機関あ
たり 1 日600円を限度に月 2 回
まで負担（低所得者は 1 日400
円）

・入院の場合、 1保険医療機関あ
たり定率 1 割負担で月2,400円
を限度に負担（低所得者は1,600
円）

高齢障害者医療費
助 成 制 度

後期高齢者医療の被保険者で、
かつ、身体障害者手帳 1～ 3 級、
療育手帳Ａ・Ｂ 1 ・Ｂ 2 判定、
精神障害者保健福祉手帳 1級の
人で、本人・配偶者・扶養義務
者の市町村民税所得割額の合計
額が23万 5 千円未満の人

・外来の場合、 1 保険医療機関あ
たり 1 日600円を限度に月 2 回
まで負担（低所得者は 1 日400
円）

・入院の場合、 1 保険医療機関あ
たり定率 1 割負担で月2,400円
を限度に負担（低所得者は1,600
円）

乳幼児等医療費
助 成 制 度

外来・入院ともに小学 3年生ま
でで、原則として対象者の父母
の市町村民税所得割額の合計額
が23万 5 千円未満の人（ 0 歳児
について所得制限はありませ
ん）

外来・入院ともに小学 4年生～
中学 3年生までで、原則として
対象者の父母の市町村民税所得
割額の合計額が23万 5 千円未満
の人

・外来・入院とも一部負担金は
ありません。

・18歳に達した年度の末までの
児童（または20歳未満の高校
在学中の児童）を監護する父
または母とその児童、遺児

・母子家庭の母、父子家庭の父
について、児童扶養手当が一
部支給であっても低所得でな
い限り対象となりません。

・外来の場合、 1 保険医療機関あ
たり 1 日800円を限度に月 2 回
まで負担（低所得者は 1 日400
円）

・入院の場合、 1 保険医療機関あ
たり定率 1 割負担で月3,200円
を限度に負担（低所得者は1,600
円）

母子家庭等医療費
助 成 制 度

制度の種類 助成対象者 一部負担金

◉老人医療費助成制度の取り扱いについて＞
■昭和24年 7 月 1 日以降生まれの人

■昭和24年 6 月30日以前生まれの人

◉福祉医療受給者証の更新
　平成28年度の課税状況な
どを確認し、7月以降も引
き続き受給できる人に対し
ては、6 月下旬に受給者証
を送付します。

負担限度額(月額)

外来  8,000円 入院など 15,000円

外来  8,000円 入院など 24,600円

自己負担割合

1 割

2 割

区　分

Ⅰ

Ⅱ

負担限度額(月額)

外来  8,000円 入院など 15,000円

外来 12,000円 入院など 35,400円

自己負担割合

2 割

2 割

区　分

Ⅰ

Ⅱ

・外来・入院とも一部負担金は
ありません。

変更後
6
14
11
31

現行
7
4
5
16

変更後
6
14
11
31

現行
6
25
14
45

区 名
中

加 美
八千代
計

屋外拡声子局消防サイレン

轟部消防庫

轟・西山地区浄化センター

下野間公園

仕出原住民センター

八千代プラザ

中安田集落有地

曽我井部消防庫

稲荷コミセン

中央公民館

鍛冶屋部消防庫

北部浄化センター

落合橋付近

加美上下水道事務所

奥豊部公会堂

門村地区グラウンド

門田住民センター

なごみの里山都

下三原住民センター柳山寺部消防庫

中村住民センター

フロイデン八千代付近

山野部神社付近

毘沙門堂付近

大屋住民センター裏
グラウンド

的場公民館

多田部消防庫

棚釜公会堂

岩座神気象観測局

清水多目的集会施設

鳥羽公民館

山寄上集会所

■消防サイレンおよび
　屋外拡声子局設置場所

◉
設
置
数
の
変
更
内
容

◉
運
用
に
関
す
る
お
願
い

【
消
防
サ
イ
レ
ン
】

　

加
美
区
内
で
火
災
が
発
生
し

た
場
合
、
区
内
全
域（
14
箇
所
）

の
サ
イ
レ
ン
が
吹
鳴
さ
れ
ま
す
。

中
区
・
八
千
代
区
は
こ
れ
ま
で

同
様
、
区
内
全
域
で
サ
イ
レ
ン

が
吹
鳴
さ
れ
ま
す
。

【
屋
外
拡
声
子
局
】

　

午
後
6
時（
10
〜
3
月
は
午
後

5
時
）に
動
作
確
認
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
定
時
放
送
を
流

し
ま
す
。

　
戸
別
受
信
機
の

　
　
　
　

更
新
に
つ
い
て

　　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
伴
い
、
各
戸
設
置
の
戸
別

受
信
機
を
更
新
し
ま
す
。

　

更
新
方
法
お
よ
び
更
新
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

■
更
新
方
法

①
指
定
業
者
が
自
宅
に
訪
問

②
各
戸
設
置
の
旧
戸
別
受
信
機

　

と
新
戸
別
受
信
機
を
交
換

■
更
新
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
中
区　
　
　

7
〜
10
月

・
加
美
区　
　

10
〜
12
月

・
八
千
代
区　

10
〜
12
月

※
訪
問
日
不
在
宅
に
つ
い
て
は
、

　

後
日
、
再
度
訪
問
し
ま
す
。

※
無
償
交
換
で
す
。

※
更
新
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

　

て
は
、
若
干
前
後
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
サ
イ
レ
ン
・
屋
外
拡
声

　

子
局
と
は
？

　

左
側
写
真
の
鉄
柱
上
方
に
設

置
さ
れ
て
い
る
赤
色
部
分
が
消

防
サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
部

分
が
屋
外
拡
声
子
局
で
す
。
消

防
サ
イ
レ
ン
は
火
災
時
の
吹
鳴
、

ス
ピ
ー
カ
ー
部
分
は
気
象
警
報

や
定
時
放
送
、
試
験
放
送
を
流

し
ま
す
。

　

定
時
放
送
と
は
？

　　

正
午
に
戸
別
受
信
機
か
ら「
多

可
町
歌
」、
夕
方
に
屋
外
拡
声
子

局
か
ら「
夕
焼
け
小
焼
け
」を
毎

日
流
し
ま
す
。

　

消
防
サ
イ
レ
ン
、
屋
外
拡
声

　

子
局
設
置
数
の
増
減
が
あ
り

　

ま
す
が
、
音
は
届
く
の
？

　　

消
防
サ
イ
レ
ン
は
、
こ
れ
ま

で
の
音
達
範
囲
を
カ
バ
ー
し
て

い
ま
す
。
屋
外
拡
声
子
局
は
、

新
規
設
置
し
た
箇
所
に
、
新
た

に
放
送（
音
）が
流
れ
ま
す
。
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ Ａ ＡＱ Ｑ Ｑ
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■所得基準額
平成28年度（27年所得額）

1,600,800円
2,037,600円
2,416,800円
2,708,000円

454,000円加算

2人世帯
3人世帯
4人世帯
5人世帯
6人以上世帯

（ 1人増すごと）

　

幼
稚
園
児
や
小
・
中
学
校
生
を
対
象
に
、
学
用
品
や
給
食
費
な
ど
に
係
る
費
用
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

　

経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
な
人
に
、
修
学
上
必
要
な
学
業
支
援
金

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

■
給
付
金
額　

　

月
額　

5
，0
0
0
円

■
給
付
資
格

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
人

•
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校

　
（
後
期
課
程
）・
特
別
支
援
学

　

校（
高
等
部
）お
よ
び
高
等
専

　

門
学
校（
1
〜
3
年
生
）に
在

　

籍
し
て
い
る
人
で
、
保
護
者

　

が
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い

　

る
人

•
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世

　

帯
ま
た
は
平
成
27
年
中
の
所

　

得
が
別
に
定
め
る
所
得
基
準

　

表
以
下
の
世
帯

■
申
請
方
法

　

教
育
委
員
会（
旧
中
町
幼
稚

園
）、
中
央
公
民
館
、
加
美
プ
ラ

ザ
、
八
千
代
プ
ラ
ザ
に
あ
る「
学

業
支
援
金
給
付
申
請
書
」と「
世

帯
状
況
票
」に
必
要
事
項
を
記
入

し
、「
世
帯
の
所
得
証
明
書
」
、

「
在
学
等
証
明
書
」お
よ
び「
口
座

　
振
込
申
出
書
」を
添
付
し
、
各
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

は
、「
世
帯
の
所
得
証
明
書
」の

代
わ
り
に「
決
定
通
知
書
の
写

し
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

6
月
30
日（
木
）

■
給
付
決
定　

　

8
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
給
付
決
定
後
、
4
月
分
か

ら
遡
及
し
て
給
付
し
ま
す
。

■所得基準額　　　　　　　　　

■
問
合
先　
　

教
育
総
務
課
☎（
32
）2
3
8
4

幼
稚
園
教
材
費
等
の
減
免
制
度
、
小
・
中
学
生
就
学
援
助
制
度

◉
教
材
費
等
の
減
免
制
度

　
　
　
　
　

  （
幼
稚
園
児
対
象
）

■
対
象
者　

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
立

幼
稚
園
お
よ
び
町
内
の
認
定
こ

ど
も
園
幼
稚
園
部
に
幼
児
を
通

園
さ
せ
て
い
る
世
帯

■
認
定
基
準　

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

②
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

③
住
民
税
の
所
得
割
が
非
課
税

　

の
世
帯

■
減
免
内
容

•
教
材
費
…
全
額
免
除

•
給
食
費
…
半
額
免
除

■
申
請
方
法　

　

幼
稚
園
な
ど
に「
教
材
費
等
減

免
措
置
に
関
す
る
調
書
」、「
世

帯
の
課
税
証
明
書
」を
幼
稚
園
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
調
書
は
幼
稚
園
、
教
育
総
務

　

課
に
あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
間 

 

6
月
1
日（
水
）〜
15
日（
水
）

◉
就
学
援
助
制
度

　

      

（
小
・
中
学
校
生
対
象
）

■
対
象
者　

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
小
・

中
学
校
に
児
童
・
生
徒
を
通
学

さ
せ
て
い
る
世
帯

■
認
定
基
準

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世

　

帯
ま
た
は
昨
年
度
受
け
て
い

　

た
世
帯

②
住
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減

　

免
を
受
け
た
世
帯

③
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を

　

受
け
た
世
帯

④
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

　

る
世
帯

⑤
平
成
27
年
中
の
所
得
が
所
得

　

基
準
表（
下
表
）以
下
の
世
帯

■
援
助
内
容　

　

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
・

新
入
学
用
品
費
・
修
学
旅
行

費
・
給
食
費
な
ど

■
申
請
方
法

　

小
・
中
学
校
に「
就
学
援
助
認 

定
申
請
書
兼
誓
約
書
」、「
①
〜
⑤

の
い
ず
れ
か
を
証
明
す
る
書
類
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
小
・
中
学
校
、
教

　

育
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
間

　

6
月
1
日（
水
）〜
15
日（
水
）

※
ど
ち
ら
の
制
度
も
、
保
護
者

　

へ
は
各
学
校
園
か
ら
案
内
チ

　

ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

平成28年度（27年所得額）
1,584,000円
2,242,000円
2,573,600円
3,098,400円
3,472,800円

375,200円加算

2人世帯
3人世帯
4人世帯
5人世帯
6人世帯
7人以上世帯

（ 1人増すごと）

■
問
合
先　

教
育
総
務
課
☎（
32
）2
3
8
4

奨
学
生
の
募
集

ハ
ー
ト
フ
ル
学
業
支
援
金
給
付
制
度

食料品 7 件 4.6％

保健衛生品 5 件 3.3％

被服品 6 件 3.9％

光熱水品 2 件 1.3％

住居品 6 件 3.9％

教養娯楽品 6 件 3.9％

商品一般 23 件 15.0％運輸・通信サービス 46 件 30.1％

土地・建物・設備 4 件 2.6％

車両・乗り物 2 件 1.3％

レンタル・リース・貸借 4 件 2.6％

他の行政サービス 2 件 1.3%
クリーニング 1 件 0.7％

修理・補修 2 件 1.3％
教養・娯楽サービス 3 件 2.0％

工事・建築・加工 4 件 2.6％

他の役務 6 件 3.8％

金融・保険サービス 13 件 8.5％

保健・福祉サービス  1 件 0.7％

他の相談 10件 6.5％

商品商品
61件
39.9％
61件
39.9％82件

53.6％
82件
53.6％

役務役務
うち健康食品 2件

ファンド型投資商品 1 件
うちフリーローン・サラ金 8 件

　インターネット接続回線 9 件
うちデジタルコンテンツ 34 件

商品・役務分類件数（平成27年度）

0
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150 人身事故
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118 87 8997104
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０
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■
問
合
先　

生
活
安
全
課
☎（
32
）4
7
7
7

余
裕
を
持
っ
て
安
全
運
転

一
人
一
人
が
安
全
確
認
を

■
問
合
先　

生
活
安
全
課
☎（
32
）4
7
7
7

そ
の
契
約
は
大
丈
夫
？

怪
し
い
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　
◉
平
成
27
年
度

　
　
　
　

相
談
件
数
1
5
3
件

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
消
費

生
活
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
問

い
合
わ
せ
な
ど
、
相
談
員
が
公

平
な
立
場
で
処
理
に
あ
た
る
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
。
昨
年
度
の

消
費
生
活
相
談
件
数
は
平
成
26

年
度
の
1
7
7
件
か
ら
減
少
し
、

1
5
3
件
で
し
た
。
健
康
食
品

の
送
り
つ
け
商
法
や
ネ
ズ
ミ
講

　
・
マ
ル
チ
商
法
な
ど
が
減
り
ま

し
た
が
、
内
容
は
複
雑
か
つ
多

様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◉
相
談
の
傾
向

　

販
売
方
法
別
で
は
通
信
販
売

が
圧
倒
的
に
多
く
、
訪
問
販
売
、

電
話
勧
誘
販
売
と
続
き
ま
す
。

　

年
代
別
で
は
70
歳
以
上
の
相

談
が
多
い
で
す
が（
全
体
の
36

％
）、
40
歳
代
の
相
談
増
加
が
目

立
ち
ま
し
た（
前
年
比
53
％
増
）。

◉
目
立
っ
た
被
害

•
架
空
請
求
・
有
料
サ
イ
ト

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
や
給
付

金
受
け
取
り
な
ど
の
新
手
の
手

口
や
、
弁
護
士
名
で
の
催
告
状

メ
ー
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

有
料
だ
と
認
識
の
な
い
ア
ダ
ル

ト
サ
イ
ト
で
は
、
誤
登
録
解
約

窓
口
か
ら
個
人
情
報
を
集
め
、

料
金
請
求
す
る
手
口
が
目
立
ち

ま
し
た
。

•
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
回
線

　

通
信
料
が
安
く
な
る
と
い
う

勧
誘
電
話
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
だ
と
勘
違

い
し
了
承
す
る
と
、
口
頭
で
光

回
線
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
が
成

立
し
て
し
ま
い
、
パ
ソ
コ
ン
の

設
定
が
遠
隔
操
作
で
切
り
替
え

ら
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
被
害
も

増
加
し
ま
し
た
。

•
訪
問
購
入

　

何
で
も
い
い
か
ら
不
要
品
を

買
い
取
る
と
い
う
勧
誘
電
話
が

き
っ
か
け
の
不
要
品
買
取
り
相

談
が
、
9
件
立
て
続
け
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
訪
問
し
て
く
る

と
貴
金
属
を
要
求
さ
れ
た
り
、

電
化
製
品
や
布
団
の
リ
サ
イ
ク

ル
料
金
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
訪
問
購
入
は
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
可
能
で
す
が
、

業
者
の
連
絡
先
が
わ
か
ら
ず
返

品
交
渉
が
で
き
な
か
っ
た
り
ト

ラ
ブ
ル
が
多
い
分
野
で
す
。
法

律
で
は
、
飛
び
込
み
営
業
の
禁

止
や
物
品
の
種
類
や
業
者
の
連

絡
先
を
書
い
た
法
定
書
面
の
交

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
易
に
話
に
乗
ら
ず
、
訪
問
時

は
一
人
で
対
応
し
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、
お

金
を
支
払
う
前
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
平
成
27
年
の
交
通
事
故
状
況

　

平
成
27
年
1
〜
12
月
ま
で
の

町
内
の
人
身
事
故
件
数
は
68
件
、

ま
た
そ
れ
に
よ
る
傷
者
は
89
人
、

死
者
は
0
人
で
し
た
。
死
亡
事

故
の
な
い
1
年
で
し
た
が
、
4

月
に
は
自
転
車
に
乗
車
中
の
お

年
寄
り
が
亡
く
な
る
交
通
事
故

が
発
生
し
、
急
き
ょ
5
月
2
日

に
町
内
で
西
脇
警
察
署
と
共
に

緊
急
交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

信
号
機
や
標
識
の
存
在
に
頼

ら
ず
、
み
ん
な
が
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
安
全
確
認
を
怠
ら
な
い

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

平
成
28
年
優
良
運
転
者

　
　
　
　
　

   （
金
・
銀
・
銅
賞
）

交
通
栄
誉
章「
緑
十
字
銅
章
」表
彰

　

西
脇
多
可
交
通
安
全
協
会
の

会
員
で
、
①
優
良
運
転
者
表
彰 

（
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
）ま
た
は

②
緑
十
字
銅
章
の
受
賞
を
希
望

す
る
人
は
、
西
脇
多
可
交
通
安

全
協
会
事
務
局
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
期
間

①
6
月
1
日（
水
）〜
30
日（
木
）

②
6
月
1
日（
月
）〜
20
日（
月
）

■
対
象
者

　

兵
庫
県
交
通
安
全
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
請
手
続
き

　

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

発
行
の
無
事
故
・
無
違
反
証
明

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
証
明
書
の
申
請
は
、
①
20
日

　
（
月
）②
8
日（
水
）ま
で
で
す
。

■
問
合
先

　

西
脇
多
可
交
通
安
全
協
会

　

☎（
22
）1
8
9
5

町内の事故死傷者数・人身事故数

クローズアップ 町政
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総務省・経済産業省

◉
県
の「
個
人
住
民
税
等
整
理
回
収

　

チ
ー
ム
」の
派
遣
受
け
入
れ

　　

町
で
は
、
町
税
の
滞
納
防

止
・
徴
収
率
向
上
の
た
め
、
平

成
24
年
度
か
ら
県
の「
個
人
住
民

税
等
整
理
回
収
チ
ー
ム
」の
派
遣

を
受
け
入
れ
、
徴
税
体
制
を
強

化
し
て
い
ま
す
。
滞
納
整
理
に

集
中
的
に
取
り
組
み
、
滞
納
の

一
掃
を
目
指
し
ま
す
。

　

事
情
に
よ
り
納
付
が
難
し
い

人
は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

町
税
の
滞
納
の
増
加
は
町
財
政

の
悪
化
を
招
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
納

期
限
ま
で
に
き
ち
ん
と
納
税
さ
れ
て

い
る
町
民
の
方
々
と
の
公
平
性
を
保

ち
、
郷
土
の
ま
ち
づ
く
り
の
財
源
を

確
保
す
る
た
め
に
も
、
わ
れ
わ
れ
は

支
援
を
強
化
し
、
多
可
町
と
と
も
に

町
税
の
滞
納
整
理
に
厳
し
く
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　

兵
庫
県
個
人
住
民
税
特
別
対
策
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
澤
満
章

　

町
で
は
、
町
内
の
事
業
所
や
団
体
で
製
造
し
た
製
品
や
加
工
品
を
多

可
町
特
産
品
に
認
証
し
、
信
頼
で
き
る
優
れ
た
町
産
の
特
産
品
と
し
て

全
国
に
発
信
す
る「
多
可
町
特
産
品
認
証
制
度
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

第
18
次
町
特
産
品
認
証
委
員

会
に
お
い
て
、
町
内
の
各
グ
ル

ー
プ
や
個
人
か
ら
提
案
さ
れ
た

商
品
の
認
証
審
査
を
行
い
、
新

た
に
9
品
目
の
商
品
を
認
証
し

ま
し
た
。

■
新
規
商
品

•
天
田
産
ア
イ
ガ
モ
農
法
で
つ

　

く
る
有
機
山
田
錦

　
【
生
産
者
】　

吉
田
継
夫
さ
ん

•
お
し
ゃ
れ
ケ
ー
プ

•
パ
イ
ル
の
ふ
き
ん

　
【
生
産
者
】　

笠
形
た
ん
ぽ
ぽ

•
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｉ（
ビ
ス
コ

　

ッ
テ
ィ
）

•
イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ャ
ー
キ
ー（
鹿
肉
）

•
ド
ラ
イ
フ
ー
ド（
鹿
肉
60
％
）

•
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｅ（
シ
カ
ル
ネ
）

•
鹿
肉
フ
レ
ー
ク

•
コ
ス
ト
ラ
ジ
ャ
ー
キ
ー（
骨
付

　

き
ジ
ャ
ー
キ
ー
）

　
【
生
産
者
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
c
a
m
b
i
o

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
商
工
連
携
室
☎（
32
）4
7
7
9

多
可
町
特
産
品
認
証
商
品
に
9
品
目
追
加

こ
だ
わ
り
満
載
の
商
品
が
仲
間
入
り

　

皆
さ
ん
が
使
用
す
る
窓
口
封
筒
を
無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
事

業
所
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
広
告
を
掲
載
し
た
封
筒
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
事
業
所
の
活
性
化
と
町
財
政
の
経
費
削
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

無
償
提
供
者
募
集

広
告
入
り
窓
口
封
筒

■
封
筒
の
規
格
お
よ
び
枚
数

•
角
型
2
号

　
（
3
3
2
㍉
×
2
4
0
㍉
）

　

3
，0
0
0
枚

•
角
型
6
号

　
（
2
2
9
㍉
×
1
6
2
㍉
）

　

1
7
，0
0
0
枚

■
設
置
期
間

　

11
月
１
日（
火
）

　

〜
平
成
29
年
10
月
31
日（
火
）

■
募
集
期
限　

6
月
20
日（
月
）

　

午
後
5
時
ま
で

■
広
告
の
掲
載
範
囲

　

封
筒
の
表
面
お
よ
び
裏
面
の

そ
れ
ぞ
れ
40
％
未
満

■
広
告
内
容

　

町
有
料
広
告
掲
載
の
取
扱
い

に
関
す
る
要
綱
・
町
有
料
広
告

掲
載
取
扱
基
準
に
基
づ
く
も
の

■
設
置
場
所

　

住
民
課
・
税
務
課
・
会
計

課
・
ア
ス
パ
ル
・
加
美
プ
ラ

ザ
・
八
千
代
プ
ラ
ザ

■
選
定
方
法

　

提
出
書
類
を
審
査
し
た
上
で
、

要
綱
に
見
合
う
か
公
正
に
判
断

し
選
定
し
ま
す
。

　

応
募
者
多
数
の
場
合
、
選
定

委
員
会
に
お
い
て
、
内
容
・
封

筒
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
し
選
定
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

住
民
課
☎（
32
）2
3
8
3

　　
■
対
象
条
件

•
平
成
27
年
以
前
か
ら
公
的
年

　

金
を
受
給
し
、
そ
の
所
得
に

　

対
し
て
住
民
税
が
課
税
さ
れ

　

て
い
る
。

•
平
成
28
年
１
月
１
日
以
降
引

　

き
続
き
多
可
町
に
住
民
登
録

　

が
あ
る
。

•
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基

　

礎
年
金
、
老
齢
年
金
、
退
職

　

年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
。

•
多
可
町
で
介
護
保
険
料
が
年

　

金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い

　

る
。

•
公
的
年
金
に
係
る
住
民
税
が
、

　

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
給
付

　

額
の
年
額
を
超
え
な
い
。

■
納
付
方
法

　

年
金
所
得
に
か
か
る
住
民
税

の
半
額
を
１
〜
4
期（
6
〜
9

月
）で
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

に
よ
っ
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

残
り
半
額
は
、
10
・
12
・
翌
年

2
月
の
年
金
支
給
時
に
年
金
か

ら
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。

※
昭
和
25
年
4
月
2
日
以
前
に

　

生
ま
れ
た
人
の
う
ち
、
特
別

　

徴
収
対
象
条
件
を
す
べ
て
満

　

た
し
て
い
る
人
は
、
従
前
ど

　

お
り
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
納
付
額
は
、
6
月

中
旬
に
送
付
す
る「
町
民
税
・
県

民
税
納
税
通
知
書
」で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先　

税
務
課
☎（
32
）2
3
8
6

ご
確
認
く
だ
さ
い

住
民
税
の
年
金
特
別
徴
収

　

昭
和
25
年
4
月
3
日
〜
昭
和
26
年
4
月
2
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
の

う
ち
、
次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
は
、
10
月
分
の
年
金
か
ら
住

民
税
の
特
別
徴
収（
天
引
き
）が
始
ま
り
ま
す
。

男女共同参画週間について男女共同参画週間について男女共同参画週間について

　毎年 6 月23～29日までの１週間は、｢男女共同参画
週間｣です。
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、
それぞれの個性と能力を発揮できる｢男女共同参画社
会｣を実現するためには政府や地方公共団体だけでな
く、国民の皆さん一人一人の取り組みが必要です。私
たちの周りの男女のパートナーシップについて、この
機会に考えてみませんか。

【平成28年度キャッチフレーズ】　
意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク。

～男女共同参画社会とは～
　｢男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思
によって社会のあらゆる分野における活動に参画する
機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、
社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、
共に責任を担うべき社会｣です。（男女共同参画社会基
本法第２条）

問合先　生涯学習課　☎（32）5122

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
を
祝
い
励
ま
す
と
と
も
に
、
成
人
者
と
し
て
の
義

務
、
責
任
、
郷
土
愛
を
自
覚
す
る
機
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

平
成
29
年
多
可
町
成
人
式

■
問
合
先　

生
涯
学
習
課
☎（
32
）5
1
2
2

■
と　

き

　

平
成
29
年
1
月
8
日（
日
）

　
【
式
典
】　

午
後
１
時
〜

■
と
こ
ろ

　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　

平
成
8
年
4
月
2
日
〜
平
成

9
年
4
月
１
日
生
ま
れ
で
、
町

内
中
学
校
卒
業
名
簿
記
載
者
も

し
く
は
町
内
に
住
民
票
を
有
す

る
人

※
対
象
者
に
は
12
月
ご
ろ
に
案

　

内
を
送
付
し
ま
す
。

平成28年　経済センサス－活動調査を実施します
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　▶全国すべての事業所・企業の皆さんが対象です。
　　　　　　　　　　　▶わが国における産業構造を包括的に明らかにすることを目的とする
　　　　　　　　　　　　政府の重要な調査で、「統計法」という法律に基づいた報告義務のあ
　　　　　　　　　　　　る基幹調査です。
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　◉調査の意義・重要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いします。

平成28年

６月１日
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5
1

YACHIYO　つながる　FESTIVAL

音楽でつながる世代間交流

第4回こどもまつり

みんな友達ハッピースマイル！3
　子どもたちが中心となって作り上げる「第４回こ
どもまつり」を北アリーナで開催しました。
　ミサンガ作り、魚つり、綿菓子といったもの作り
や遊び、食べ物コーナーなどさまざまなお店が出店。
「次はどのお店に行こうか」と、楽しそうに相談す
る子どもたちの姿が見られました。中学生や高校生、
各種団体や有志の皆さんなどたくさんのボランティ
アの協力のもと、大盛況となりました。

▲的をよ～く狙って！

5
8

　道の駅山田錦発祥の町・多可で「まちたかフェス
ティバル」が開催されました。
　オープン 5 周年を記念したイベントで、特産品
の販売やもちつきなどが行われました。また、同
時開催の「みちくさマルシェ」では、手作り雑貨な
ど約30店舗が並び、ダンスチームのあまのじゃく
が元気いっぱいのステージを披露。ビンゴ大会も
行われ、親子連れなどでにぎわいました。

まちたかフェスティバル

5 周年の感謝の気持ち

5

　

▲泥に足を取られながらも順調に植え付けます

　岩座神で「棚田オーナー田植まつり」が開催され、
約100人のオーナーが田植えを行いました。
　今年で20年目を迎える棚田オーナー制度。絶好の
田植え日和のもと、一本一本丁寧に植え付けていま
した。田植えの後は、集落の婦人会で用意された混
ぜご飯や焼き鳥を囲んでの交流会が開かれ、オーナ
ーたちは実りの秋を思い浮かべながら交流のひとと
きを過ごしていました。

5
15

4
23

岩座神棚田オーナー田植まつり

棚田がつなぐ交流の輪

▲出演者も観客もノリノリで楽しみました

▲タカレンジャーも登場し、大盛り上がりのビンゴ大会

たかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブック

▲川沿いの道をゆったりウォーキング

ふるさと新緑ウォーク

心と身体をリフレッシュ
　町スポーツ推進委員会が多可町スポーツＤＡＹ事
業の一環として、「ふるさと新緑ウォーク」を開催し
ました。
　今回は、八千代プラザから戎神社（片瀬）・貴船神
社（下野間）を巡る往復約5.7キロのコースで、約40
人が参加。通過ポイントでは、多可ふれあいボラン
ティアガイドによる解説も行われるなど、爽やかな
新緑の風を受けながらウォーキングを楽しみました。

皆さんの文芸作品を
ご紹介します。
問合先　総務課　
　　　　☎（32）2382

文芸たか

足
立　

晴
子

宇
高
美
由
喜

遠
藤
し
げ
子

永
井　

雅
子

永
井　

資
子

藤
田　

千
春

藤
村　

明
美

細
田　

時
子

【
川　

柳
】

　

つ
れ
あ
い
が
い
て
く
れ
る
今
至
福
な
り

　

被
災
地
へ
あ
げ
た
い
今
日
の
よ
い
天
気

　

雨
の
句
に
切
羽
詰
っ
て
ま
た
シ
ョ
パ
ン

　

不
祥
事
は
二
度
と
さ
せ
ぬ
と
馴
れ
た
も
の

　

失
敗
も
あ
る
さ
人
間
な
ん
だ
も
の

　【
短　

歌
】

　

桜
ち
り
て
も　

　
　

人
間
は
満
開
で
あ
り
ま
す
よ
う
に　

　　

　
　
　
　

藤
川　

敏
明

大
江
貴
代
子

藤
原　

将
恕

藤
原　

栄
司

寺
尾　

麦
人

園
崎　

武

【
俳　

句
】

　

土
筆
つ
み
祖
母
に
お
い
し
く
煮
て
と
云
う

　

目
鼻
立
ち
き
り
っ
と
む
す
び
入
社
式

　

老
ゆ
こ
と
も
ま
ん
ざ
ら
で
無
し
蓬
摘
む

　

病
窓
に
桜
き
れ
い
と
片
言
に

　

ア
ン
デ
ス
を
越
え
て
土
産
の
春
シ
ョ
ー
ル

　

三
寒
や
一
温
待
ち
て
畑
の
夫

　

駆
け
抜
け
て
桜
三
輪
翠
明
湖

　

此
の
町
は
桜
前
線
ど
の
あ
た
り

　　　
　

　今年が第１回目となる「YACHIYO　つながる　
FESTIVAL」が開催されました。
　このイベントは、門脇司さん（中野間）らが「音楽
を通じて多世代のつながりをつくりたい」と企画し、
有志約30人が飲食物の販売や音響などの運営を行
いました。舞台では、12グループがバンド演奏や
ダンスなどを披露。ドラムやギターの体験コーナ
ーも設けられ、会場は大いに盛り上がりました。
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多可オープンガーデンツアー

すてきな庭を訪ねて17･19･23
5

　4 月29日～ 5 月26日に開催された「多可オープン
ガーデン2016」。オープンガーデンの庭や道の駅な
どをバスで巡るこのツアーは、申込初日に全日程が
満席となり、町内外からあわせて75人が参加されま
した。
　参加者は、丹精込めて育てられた花木の数々を眺
め、写真を撮ったり、花の香りを楽しんだり、庭主
さんに質問したりと思い思いの時間を楽しみました。

▲色とりどりの花を楽しむ参加者ら



ぼくぼくと私の作品展作品展ぼくと私の作品展
毎月、町内の小学生の作品（絵画・書道・工作など）を紹介します。

わが家の

アイドル

【
撮
影
は
お
母
さ
ん
】

小　

晴
さ
ん（
3
歳
）

一　

眞
さ
ん（
1
歳
）

か

ず

ま

こ

は

る
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何
で
も
一
人
で

し
て
み
た
い
姉
の

小
晴
。
大
好
き
な

オ
ム
ラ
イ
ス
の
卵

割
り
や
洗
濯
物
の

タ
オ
ル
た
た
み
、

弟
が
ぐ
ず
る
と
慌

て
て
あ
や
し
に
駆

け
つ
け
た
り
と
小

さ
な
お
母
さ
ん
は
毎
日
大
忙
し
で
す
。
つ
い「
3
歳
」と

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
口
も
達
者
で
す
。

　

弟
の
一
眞
は
と
て
も
甘
え
ん
坊
。
親
の
姿
が
見
え
な

く
な
る
だ
け
で
泣
い
て
し
ま
う
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、

歌
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
投
げ
キ
ッ
ス
を
し
た
り
と
、

愛
想
を
振
り
ま
く
姿
は
家
族
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
二
人
は
地
域
の
方
々
に
か
わ
い
が
ら
れ
、
す

く
す
く
成
長
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
姉
弟
仲
良
く

元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い

で
す
。

ぼくは、光のはねとはらいに力をいれて書きまし
た。ていねいに力いっぱい書くことができてよか
ったです。

今 中 雄 策 さ ん
（ 杉 原 谷 小 学 校 6 年 ）

下 多 勇 摩 さ ん
（ 八 千 代 小 学 校 ４ 年 ）

中学生にこれからなっていくので、この「協力」と
いう言葉を書きました。友達と助け合うことはい
つでも大切だと思うからです。

左 右 田 遥 佳 さ ん
（ 中 町 南 小 学 校 2 年 ）

遠 藤 誠 真 さ ん
（ 中 町 北 小 学 校 1 年 ）

字のバランスがむずかしかったです。ていねいに
書くことをがんばりました。黄色の「色」をとくに
がんばって書きました。

パーティークラッカーをしたよ。きれいなテープ
がとび出してきたよ。いろいろな色でテープをか
いたよ。たのしくかけてうれしかったです。

加
美
区
西
脇

岡
本
晋
雅
さ
ん
・
智
真
さ
ん

ご
夫
妻
の
お
子
さ
ん

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ゆうさくは ゆ ま

み
ん
な
に

は
な

ま　

る

『たのしいな。
　パーティークラッカー』

『フレッシュな
　　　　　春の草花と私』

は る かせ い ま

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

公
民
館
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会（
シ
ニ
ア
）

　
　
　
　
　

（
5
月
1
日
）

第
１
回
多
可
町
女
子
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　

（
5
月
1
日
）

田
島　

義
章
さ
ん（
安
楽
田
）

　　
昭
和
43
年
か
ら
警
察
官
と
し

て
、
長
き
に
わ
た
り
職
務
に
従

事
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
か
ら
平

成
の
激
動
期
に
昼
夜
を
分
か
た

ず
対
応
し
、
身
命
を
賭
し
て
職

務
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
範
な
知
識
と
豊
富
な
経
験

を
も
と
に
、
管
轄
区
域
の
事
件

事
故
を
処
理
し
、
警
察
活
動
に

も
率
先
し
て
取
り
組
ま
れ
、
公

共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
事
件
事
故
は
発
生
し
、
自

然
災
害
は
必
ず
起
き
る
。
い
つ

ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
だ
け
の
こ
と
。
阪
神
淡
路
大

震
災
の
経
験
か
ら
、
人
が
絆
を

強
く
し
助
け
合
え
ば
必
ず
立
ち

直
れ
る
と
い
う
教
訓
を
生
か
し

て
ほ
し
い
」と
強
調
さ
れ
て
い
ま

す
。

優　

勝　

チ
ー
ム
T
A
K
A

準
優
勝　

中
町
中
学
校

優　

勝　

曽
我
井
公
民
館

準
優
勝　

鍛
冶
屋
公
民
館

第
3
位　

中
村
町
公
民
館

●
多
可
町
体
育
協
会
主
催

大
会
出
場
者
募
集

【
第
14
回
多
可
町

　
　

硬
式
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

と　

き　

6
月
26
日（
日
）

と
こ
ろ　

ア
ス
パ
ル
ア
リ
ー
ナ

対
象
者　

中
学
生
以
上

申
込
期
限　

6
月
19
日（
日
）

教
室
参
加
者
募
集

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
】

と　

き　

 

5
月
〜
平
成
29
年
2
月

　

月
2
回
・
金
曜
日

　

午
後
8
〜
10
時

　
（
中
高
生
は
9
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

ア
ス
パ
ル
ア
リ
ー
ナ

対
象
者　

中
学
生
以
上

　

各
事
業
の
詳
細
は
、
生
涯
学

習
課
・
加
美
プ
ラ
ザ
・
八
千
代

プ
ラ
ザ
に
あ
る
大
会
要
項
も
し

く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
32
）5
1
2
2

▲鍛冶屋公民館 ▲曽我井公民館

▲中町中学校 ▲チームTAKA



6月は食育月間毎月19日は食育の日

きょうしょく

年
金
広
報

ぼ
ん
え
る
ふ

ぼ
ん
え
る
ふ

●
問
合
先　

住
民
課

　
　
　
　
　

☎（
32
）2
3
8
3

ご存じですか？
国民年金にはさまざまな給付があります

142016. 6月号　広報たか2016. 6月号　広報たか15

  　（第 6回　多可町年金コンクール　最優秀作品）
『 年金を　掛けて安心　たのしい老後 』『 年金を　掛けて安心　たのしい老後 』『 年金を　掛けて安心　たのしい老後 』

◉
朝
は
家
族
の
仲
を
深
め
る
チ

　

ャ
ン
ス
〜
食
卓
は
コ
ミ
ュ
ニ

　

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
〜

　

家
族
が
そ
ろ
っ
て
食
事
を
す

る
大
切
さ
を
知
っ
て
い
て
も
、

生
活
時
間
が
合
わ
な
い
家
庭
も

あ
り
ま
す
。
食
事
を
共
に
す
る

た
め
に
は
、
家
族
が
で
き
る
だ

け
協
力
を
し
て
食
事
時
間
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
日
の
食
事
の
う
ち
、
一
番

顔
を
合
わ
せ
や
す
い
の
が
朝
ご

は
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

早
起
き
を
し
て
家
族
と
一
緒
に

朝
ご
は
ん
を
作
っ
て
食
べ
て
、

お
い
し
く
楽
し
く
朝
の
ス
タ
ー

ト
を
き
り
ま
し
ょ
う
。

◉
朝
ご
は
ん
に
は〝
え
え
こ
と
〞

　

い
っ
ぱ
い
！

　　　

朝
ご
は
ん
に
つ
い
て
調
査
し

た
と
こ
ろ
欠
食
率
が
高
か
っ
た

の
は
、
高
校
生
と
20
〜
30
歳
代

の
男
性
で
し
た
。
朝
ご
は
ん
は
、

午
前
中
の
勉
強
や
仕
事
の
出
来

に
関
係
し
て
い
ま
す
。
食
べ
な

い
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
！

　

他
に
も
朝
ご
は
ん
に
は〝
え
え

こ
と
〞が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
朝
ご

は
ん
食
べ
な
い
派
の
あ
な
た
！

朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
、
効
果
を

実
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
元
気
で
す
か

栄
養
士
で
す

●
問
合
先  　
健
康
福
祉
課

　
　
　
　　

☎（
32
）5
1
5
1

家族そろっておいしく朝ごはん
朝は１日の出発点。
早起きをして、家族で朝ごはんを食べるとおいしいね！

朝ごはんコンテスト

＜応募期間＞　 9月 2日（金）まで　必着 
＜応募資格＞　町内在住、在学、在勤者に限る
＜部　　門＞　子どもの部（家族と一緒に作っても可）
　　　　　　　一般の部（中学生以上）
＜応募内容＞　
　テーマ：家族そろってあったか朝ごはん
　　「家族と食べたい」「家族に作ってあげたい」　１食分の朝ごはん
　　•多可町産の食材を１つ以上使っていること。
　　• 3色（赤・黄・緑）の食品がとれること。
　　•調理方法が簡単で、短時間で作れる工夫がしてあること（15分以内）。
＜表彰／賞品（部門ごと）＞
　　最優秀賞 1点・優秀賞 2点・多可町商工会青年部長賞１点・アイデア賞 2点　（各賞に賞品あり）

※詳しい内容については、アスパル、加美プラザ、八千代プラザ、町ホームページ内にある応募用紙
をご覧ください。

65
歳
に
な
る
と

◉
老
齢
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

期
間（
免
除
期
間
な
ど
を
含
む
）

や
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た

期
間
、
厚
生
年
金
加
入
者
な
ど

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
第
3
号
被

保
険
者
期
間
な
ど
の
合
計
が
25

年
以
上
あ
る
人
が
、
原
則
65
歳

か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

20
〜
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、

す
べ
て
保
険
料
を
納
付
し
た
人

は
65
歳
か
ら
満
額
の
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
金
額
は
次

の
通
り
で
す
。

障
が
い
を
も
っ
た
と
き
に
は

◉
障
害
基
礎
年
金

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
、
障
害

等
級
表
に
定
め
ら
れ
た
１
級
ま

た
は
2
級
の
障
が
い
の
状
態（
障

害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り

ま
す
）に
な
っ
た
と
き
に
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

①
初
診
日（
病
気
や
け
が
で
初
め

　

て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
）

　

に
お
い
て
、
国
民
年
金
の
被

　

保
険
者
で
あ
る
こ
と
。
ま
た

　

は
、
初
診
日
が
60
歳
以
上
65

　

歳
未
満
で
、
日
本
国
内
に
住

　

所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
も

　

し
く
は
、
20
歳
前
に
初
診
日

　

が
あ
る
人
。

②
初
診
日
の
月
の
前
々
月
ま
で

　

の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

　

保
険
料
納
付
済
期
間（
免
除
期

　

間
な
ど
を
含
む
）が
3
分
の
２

　

以
上
あ
る
こ
と
。
ま
た
は
、

　

平
成
38
年
3
月
31
日
以
前
に

　

初
診
日
が
あ
る
場
合
は
、
初

　

診
日
の
月
の
前
々
月
ま
で
の

　

直
近
１
年
間
に
保
険
料
の
未

　

納
期
間
が
な
い
こ
と
。

※
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場

　

合
は
、
納
付
要
件
を
満
た
す

　

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所

　

得
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

家
計
を
支
え
る
人
に
万
一
の
と
き
に
は

◉
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
被
保
険
者
や
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
資
格
の
あ

る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ

の
人
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た「
子
の
あ
る
妻
」ま
た
は「
子
の

あ
る
夫
」、「
子
」が
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

①
死
亡
日
の
月
の
前
々
月
ま
で

　

の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

　

保
険
料
納
付
済
期
間（
免
除
期

　

間
な
ど
を
含
む
）が
3
分
の
2

 

以
上
あ
る
こ
と
。
ま
た
は
、

　

平
成
38
年
3
月
31
日
以
前
に

　

死
亡
し
た
場
合
は
、
死
亡
日

　

の
月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近

　

１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
期

　

間
が
な
い
こ
と
。

②
18
歳
に
な
っ
て
最
初
の
3
月

　

末
ま
で
の
子
、
ま
た
は
１
級

　

・
2
級
の
障
が
い
の
あ
る
20

　

歳
未
満
の
子
が
い
る
こ
と
。

◉
第
１
号
被
保
険
者
の
独
自
給
付

　

第
1
号
被
保
険
者
独
自
の
給

付
と
し
て
、
寡
婦
年
金
や
死
亡

一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

　

寡
婦
年
金
は
、
第
１
号
被
保

険
者
の
期
間
だ
け
で
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満

た
し
た
夫
が
、
年
金
を
受
け
ず

に
死
亡
し
た
と
き
に
、
婚
姻
期

間
が
10
年
以
上
の
妻
が
60
〜
65

歳
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

死
亡
一
時
金
は
、
第
１
号
被

保
険
者
と
し
て
3
年
以
上
保
険

料
を
納
め
た
人
で
、
年
金
を
受

け
ず
に
死
亡
し
、
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
で
き
な
い
と
き
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成28年度
年額 780,100円（月額 65,008円）
※子の人数に応じて、以下のとおり加算額がつ
　きます。

加算額
各224,500円
各74,800円
加算なし
各224,500円
各74,800円

「子のある妻」、
「子のある夫」が
受ける場合

「子」が受ける場合

加算対象の子
1 人目・2人目
3人目以降
1人目（本人）
2人目
3人目以降

平成28年度
年額 780,100円
（月額 65,008円）
※保険料を納めた期間が40年
　に満たない場合は、その期
　間に応じて年金額が減額さ
　れます。

平成28年度
１級　年額 975,125円（月額 81,260円）
2級　年額 780,100円（月額 65,008円）
※生計を維持している子がある場合は、以下の
　通り子の人数に応じて加算額がつきます。子
　の加算には要件がありますので、お問い合わ
　せください。

加算額
各224,500円
各74,800円

加算対象の子
1 人目・2人目（ 1人につき）
3人目以降（ 1人につき）

共　食
食を共にすること、「共食」には、一緒に
食べることだけでなく、「何を作ろう
か？」「おいしかったね」と話
し合うことも含まれます。
できることから始めよう！

朝ごはんの〝ええこと〞
•脳の働きを活発にし、集中力や記憶力が高まる
•体温が上昇し、代謝が高まる
•太りにくいからだを作る
•便秘を予防する

男性の皆さんのアイデア
もお待ちしています！

多可町健康づくりキャラクター
ケン助くん



ふ
れ
あ
い

問
合
先　

人
権
啓
発
推
進
室

　

☎（
32
）1
3
8
9

多可赤十字病院からのお知らせ

糖尿病教室開催の
お知らせ

問合先　多可赤十字病院
　　　　☎（32）1223
http://www.taka.jrc.or.jp/

絶
対
的
自
尊
感
情
を
育
む

　
　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
と

と
姉
ち
ゃ
ん
」が
放
映
さ
れ
て
い

ま
す
。「
と
と
姉
ち
ゃ
ん
」と
呼

ば
れ
て
育
つ
小
橋
常
子
を
ヒ
ロ

イ
ン
に
、
戦
前
・
戦
後
の
激
動

す
る
昭
和
時
代
を
た
く
ま
し
く

生
き
抜
い
て
い
く
三
姉
妹
の
家

族
年
代
記
と
と
も
に
、
戦
後
の

女
性
の
暮
ら
し
の
復
興
に
明
か

り
を
と
も
す
希
望
の
物
語
が
描

　
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
物
語
の

根
底
に
あ
る
の
が
、
小
橋
家
の

家
族
愛
、
そ
し
て
娘
一
人
一
人

の
人
間
と
し
て
の
人
権
を
大
切

に
し
て
い
る
父
・
小
橋
竹
蔵
の

考
え
で
す
。

　

た
っ
ぷ
り
の
愛
情
の
中
で
育

っ
た
三
姉
妹
に
は
、
自
尊
感
情

（
自
己
肯
定
感
）が
育
ま
れ
て
い

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
り
の
ま

ま
の
子
ど
も
の
存
在
そ
の
も
の

が
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ

と
い
う
認
識
。「
今
、
そ
こ
に
い

る
あ
な
た
が
限
り
な
く
大
切
」と

い
う
ま
な
ざ
し
を
通
じ
て
育
ま

れ
て
い
く
感
情
こ
そ
が「
絶
対
的

自
尊
感
情
」で
す
。
こ
の
安
定
し

た
自
尊
感
情
は
、
自
分
同
様
に

相
手
も
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

人
権
感
覚
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

自
分
自
身
に
誇
り
を
持
て
る

子
ど
も
た
ち
、
自
分
を
大
切
な

存
在
だ
と
感
じ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
は
、
他
者
を
差
別
し
た
り
、

い
じ
め
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
一

方
、
学
習
面
や
生
活
面
で
の
課

題
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、

自
尊
感
情
を
持
つ
こ
と
の
で
き

な
い
子
が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
自
尊
感
情
を
持
つ
こ
と
の

で
き
な
い
一
部
の
子
ど
も
た
ち

が
弱
者
を
攻
撃
す
る
の
で
す
。

こ
れ
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

県
は
、「
人
権
教
育
及
び
啓
発
に

関
す
る
総
合
推
進
指
針
の
概
要
」

で
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
の
身
近
な
人
権

課
題
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
人
権
の
尊
重
が
社
会
の

文
化
と
し
て
定
着
し
、
県
民
み

ん
な
が
お
互
い
を
認
め
合
い
な

が
ら
と
も
に
生
き
る「
共
生
社

会
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
あ
る
教
育
家
は
、

「
愛
し
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は

人
を
愛
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。
認

め
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
自

分
が
好
き
に
な
る
。
見
つ
め
て

あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
頑
張
り

屋
に
な
る
。
そ
し
て
、
自
分
は

か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
思
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」と
述
べ

て
い
ま
す
。
豊
か
な
愛
情
の
中

で
育
っ
た
子
は
、
将
来
、
家
族

と
遠
く
離
れ
た
と
し
て
も
、
家

族
の
絆
や
多
く
の
笑
顔
、
温
か

い
言
葉
に
支
え
ら
れ
て
成
長
し

て
い
き
ま
す
。
町
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
を
家
族
で
地
域
で

見
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

糖
尿
病
教
室
は
、
糖
尿
病
の

人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
参
加

で
き
る
教
室
で
す
。

　

第
１
回
目
は
、
テ
レ
ビ
で
も

話
題
に
な
っ
て
い
る
腸
内
環
境

を
整
え
る
こ
と
と
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　

腸
内
環
境
を
整
え
る
と
、
便

秘
に
効
果
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

体
の
隅
々
ま
で
若
返
り
ま
す
。

筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
カ
ロ
リ

ー
消
費
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
新
た
な
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
の
仕
組
み
が
わ
か
れ
ば

運
動
の
や
る
気
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
内
科
医
師
が
、
ホ

ッ
ト
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ご
予
約
は
不
要
で
す
。
糖
尿

病
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る
人
、

興
味
が
あ
る
人
な
ど
、
ど
な
た

で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
赤
十
字
救
急
基
礎
・
救
急
員

　

養
成
講
習

　

応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
一
次
救
命
処
置
な
ど
の
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る
講
習
で
す
。

と　

き　

7
月
30
日（
土
）

　

午
後
1
時
〜
5
時
30
分

 
7
月
31
日（
日
）・
8
月
6
日（
土
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

対
象
者　

満
15
歳
以
上

教
材
費　

3
，2
0
0
円

申
込
期
限　

7
月
1
日（
金
）

問
合
先　

医
療
社
会
事
業
課

　

☎（
32
）3
8
1
0

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

●
問
合
先  

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

☎（
30
）2
1
0
1 6 月は「食育月間」です

～「食べること」について考えてみましょう～

◉
家
族
や
地
域
で
の
食
育

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、
家
庭
で

の
食
事
が
食
育
の
基
盤
に
な
り

ま
す
。
旬
の
も
の
を
料
理
に
取

り
入
れ
た
り
、
家
族
そ
ろ
っ
て

食
事
を
す
る
な
ど
、
簡
単
な
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、

食
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
家
族
で
積
極
的

に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

◉
食
育
で
育
て
た
い「
食
べ
る
力
」

　

食
育
と
は
、「
生
き
る
上
で
の

基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
・
徳

育
・
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
通
じ
て『
食
』に
関
す
る
知

識
と『
食
』を
選
択
す
る
力
を
習

得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践

す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育

て
る
こ
と
」（
食
育
基
本
法
よ
り
）

で
す
。

　

生
涯
を
通
し
て
健
康
な
心
身

を
育
む
上
で
、「
食
べ
る
こ
と
」

は
何
よ
り
大
切
で
す
。

◉
学
校
給
食
を
通
し
て
の
食
育

　

多
可
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
毎
日
の
給
食
と
一
口
メ

モ
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

検 索多可町学校給食センター

「早寝・早起き・朝ごはん」で
生活リズムを整える

農作業体験をする

家族で食卓を囲む

郷土料理や行事食を
取り入れる

食事の支度を一緒にする

例えば、こんなことも「食育」です

糖尿病教室スケジュール

時　間　午後 2～ 3時
ところ　多可赤十字病院　 4階会議室

担当者
内科医師
看護師
薬剤師

理学療法士・検査技師
管理栄養士

内　容
上記参照

日常生活についてあれこれ
糖尿病のお薬
運動と検査
糖尿病と食事

日　程
7月 8日
8月19日
9 月16日
10月21日
11月18日

腸活と筋活でハッピー
アンチエイジング
～さぁ！今からでも　
　遅くはない
　　　  Let̀ s Begin～
担当：内科医師
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今月おすすめの 1冊 　テーマ『梅雨』

【お知らせ】

『ツバキ文具店』
小川　糸／著　幻冬舎

『 6月の京都』
淡交社編集局／編　淡交社

2016. 6月号　広報たか19 182016. 6月号　広報たか

ホームページ http://www.library.taka.hyogo.jp/

児童館

子どもひろば
ホームページ http://takacho.tokyo.r‐cms.jp/jidoukan/

子育てふれあい

活動あれこれ
ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/kosodate/

「赤ちゃん広場」のご案内

赤ちゃんと保護者の人が気軽にセンターに来て、お話
ししたり、触れ合ったりする「赤ちゃん広場」を毎月１
回開設しています。
【日程】

問中児童館
　☎/FAX（32）4328
  みなみ児童館
　☎/FAX（35）1420

問子育て
　　ふれあいセンター
　☎（37）2525

図書館通信

BOOK GUIDE

ホームページ http://takacho.tokyo.r-cms.jp/verde/

ベルディーだより

EVENT GUIDE

問ベルディーホール
　☎（32）1300
　FAX（32）4060

伊勢和山中興図
【時　代】享保11年（1726年）【材質・構造】紙本着彩
【所　蔵】極楽寺（中野間）　

　江戸時代の極楽寺本堂中興時の様
子が、月日を追って順番に描かれて
います。享保 2年（1717年）10月の材
料調達からはじまって、享保4年（17
19年）3月地固め作業、享保 5年（17
20年）正月に礎石を据え立柱、享保7
年（1722年）に落慶法要が行われたこ
とがわかります。画中には、それぞ
れの作業の様子や棟上げなどの行事
の様子、それらに伴う人々の姿など
詳細に描かれており、本堂再建の記録資料であるとともに、当
時の風俗を伺い知る記録画としても注目される絵画です。

問多可町図書館☎（32）5170
　加美図書室☎（35）0080
　八千代図書室☎（37）0250

　梅雨の晴れ間に京都観光
はいかがですか。6 月の京
都は、宇治の祭りと紫陽花
を見て穴子を食べて…。春
や秋の観光シーズンだけで
はない 6 月ならではの京都
の魅力が詰まった一冊です。

　雨宮鳩子はツバキ文具店を
営む祖母に育てられ、祖母亡
き後は、鳩子が店を引き継い
でいました。雨宮家は代 「々代
書屋」という別の家業も営んで
いました。看板や社訓など、
文字を書くのが主な業務内容
ですが、手紙の代書も行う鳩子の元には、ラブレター、
絶縁状、天国からの手紙などさまざまな風変わりな依
頼が舞い込みます。代書の依頼者一人一人と真摯に向
き合い、悩みながら手紙を完成させる鳩子。ついには、
ずっと書けなかった自分の手紙を書き上げます。読後
は誰かに手紙を書きたくなるような一冊です。

◉おはなし会
　と　き　 6月 4日（土）・11日（土）・25日（土）
　　　　　午前10時30分～
　ところ　おはなしの部屋

◉図書館まつり
　と　き　 6月 4日（土）
　ところ　多可町図書館
　主な催し
　•掘り出し物あり！本のリサイクル広場
　　開場　午前10時～
　•「多可の里をめぐって」講演会　午後 1時30分～
　　講師　埴岡真弓さん
　•手作りカード教室（予約制）午後１時30分～
　　講師　村上祐喜子さん
　•その他　
　　ミニ縁日、スライムを作ろう、特産品販売など

◉ 5月 3日　第 4回こどもまつり
　たくさんのご来場、ありがとうございました！

　【アンケートから】
　• 3 歳児でも楽しめたし、高校生のボランティアの皆さん
　　が優しく接してくれました。
　•ゴールデンウィーク、行くところがなくて暇していたの
　　で、良い１日になりました。

子ども教室「折り紙の恐竜を作ろう！」
（恐竜柄の折り紙で迫力のある恐竜を作ろう♪)
と　き　 6月11日（土）　午前 9～11時30分
ところ　八千代プラザ
対象者　幼児・小学生
　　　　（幼児は保護者同伴）
参加費　30円　　
持ち物　はさみ、タオル、水筒
※詳細は、各児童館にお問い合わせください。

加藤登紀子日本酒の日コンサートプレイベント
登紀子の田んぼで「山田錦」の田植え

　
と　き　 6月12日（日）　午前 9時受付　※小雨決行　
ところ　中区坂本公民館集合　　
参加費　無料
服　装　田植えをしやすい服装
◉山田錦うどんを参加者全員に振る舞います。
※平成29年度の登紀子ブランド酒包装紙に参加者の名
　前が入ります。

～山田錦発祥のまち・多可町～
日本酒の川柳

　
応募規定
　「日本酒」という言葉は使わなくてもよいが、日本酒
を想起させる内容であり、自作未発表の作品
応募方法　１人 2句以内でハガキのみ応募可
　　　　　※ＦＡＸ・メールでの応募不可
応募期限　 6月17日（金）当日消印有効
賞　特選ほか「日本酒の日」10月１日にちなんだ101点

募　集　中

ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/nakafureai/

那珂ふれあい館
月の体験イベント

（すべて要予約）

那珂ふれあい館
☎（ ）
　FAX（ ）

多可町の文化財紹介　その31
町指定文化財

と　き　午前10時30分～11時
ところ　子育てふれあいセンター
内　容　身体測定（母子手帳に記入できます）
　　　　スキンシップ遊び・フリートーク

6 月27日（月）
7月25日（月）
8月29日（月）
9月26日（月）
10月24日（月）
11月28日（月）
12月26日（月）
1月30日（月）
2月27日（月）
3月27日（月）

日 時　間 内　容 参加費など

伝統の和菓子作り
～かしわもちを作ろう！～
講師：溝垣　和子さん

東山古墳群めぐり
～多可町の歴史を学ぼう！～
多可ふれあいボランティアガイド

草木染め
～すてきな色に染めてみよう！～
講師：伊藤　久代さん

七宝焼き教室
～世界にひとつだけのアクセサリー♪～
講師：蔵本繁子さん

播州織のハギレでコースター作り
～オリジナル手織りコースター♪～

素焼きの風鈴作り①
～涼しい音色を作ろう！～

親子で発掘体験
～考古学博士への第一歩！～9:30～ 参加費：150円

デコまがキーホルダー作り
～ビーズで飾るキラキラ勾玉♪～
ま～るいバスケット作り
～伝統技術とクラフトテープのコラボ♪～

勾玉キーホルダー作り
～太古のパワーストーン♪～13:30～ 参加費：350円

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～
勾玉と鹿角のマジカルパワーキーホルダー作り
～磨いて作る鹿角アクセサリー♪～

勾玉ブレスレット作り
～腕に輝く古代のアクセサリー♪～

和紙のオリジナルうちわ作り
～多可の伝統芸能　杉原紙～

9:30～

9:30～

9:30～ 参加費：350円

カラフル勾玉作り
～ 6色から選んで染めよう！～

9:30～

13:30～

13:30～

10:00集合

13:00～

13:30～

13:30～

13:30～

9:30～

9:30～

4
日
（土）

 5
日
（日）

11
日
（土）

26
日
（日）

25
日
（土）

18
日
（土）

12
日
（日）

参加費：100円
材料費：400円
持ち物：エプロン・三角巾

参加費：150円
材料費：600円～

参加費：400円

参加費：150円

参加費：400円

参加費：150円
材料費：500円～

参加費：300円

参加費：300円
②色つけは 7月24日（日）

参加費：650円
小学 4年生以下保護者同伴

参加費:無料

参加費：150~200円

参加費：300円

いせわさんちゅうこうず

発売中

発売中

一青窈TOUR2016 人と歌～折々
 7 月 2 日(土)　
　開演：午後 5時30分～
◆チケット料金【全席指定】
　6,000円（当日500円増)
◆出　演　一青窈

ブ

住民企画事業公演

方正・瓶二落語二人会
 7 月24日(日)　
　開演：午後 2時～
◆チケット料金【全席指定】
　一般　1,500円　高校生以下 800円
　（当日500円増)
　※6歳未満の方の入場は、ご遠慮ください。
◆出　演　笑福亭瓶二、月亭方正、桂三幸

4 月の様子
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【普通町営住宅】
申込み　 6 月15日(水)　午後 5時まで
対　象　所得金額（収入月額）が158,000円以下
（裁量階層世帯　 の場合214,000円以下）の世帯
募　集
•加美区大袋三日市団地2戸（Ｈ11建/木造2/3LDK）
　入居者負担月額19,000～28,300円［＊37,400円］
•中区奥中団地 1戸（Ｈ18建/木造2/3LDK）
　入居者負担月額23,400～34,900円［＊46,000円］
•中区中村町団地 1戸（Ｈ14建/RC4/3LDK）
　入居者負担月額21,500～32,100円［＊42,300円］
•八千代区野田第 2団地 1戸（Ｈ13建/木造2/3DK）
　入居者負担月額21,300～31,800円［＊41,900円］

【子育て世帯・若者世帯向け町営住宅】
【特別賃貸町営住宅】
申込み　常時受付中
対　象　所得金額（収入月額）が158,001円以上
487,000円以下の世帯
※入居要件や必要書類など詳しくはお問い合わ
せください。
※普通町営住宅の入居可能日は 7 月下旬の予定
ですが、都合により前後することがあります。
※常時受付分は、書類審査後約１カ月で入居で
きます。

町営住宅の入居者募集町営住宅の入居者募集町営住宅の入居者募集

多可消防署発 ●問合先
　多可消防署☎（32）0119

◉危険物安全週間推進標語
　「危険物　決めろ無事故の　ストライク」

◉危険物安全週間が始まります！
 6 月 5 日（日）～11日（土）は『危険物安全週間』です。石
油類をはじめとする危険物の貯蔵や取扱いに注意し、
事故の未然防止に努めましょう。

◉危険物安全週間の目的
　今日、石油類をはじめ
とする危険物は、事業所
などにおいて幅広く利用
されるとともに、国民生
活に深く浸透し、その安
全確保の重要性は益々増
大しています。
　このため、事業所にお
ける自主保安体制の確立
を呼び掛けるとともに、
広く国民の危険物に対す
る意識の高揚と啓発を図
ることを目的としています。

　多可消防署では管内の危険物施設の立入検査等を実
施し、危険物の保安に関する意識の高揚および啓発に
取り組みます。

◉ガソリン携行缶の噴出事故防止について
　農繁期になり、農機具などへガソリン携行缶を使用
して給油される機会が増えてきました。そこで、ガソ
リン携行缶を正しく使用して、噴出事故などを起こさ
ないように十分注意してください。
【使用方法】
①周囲の安全（火気などの有無、高温の場所で保管・使
　用しない）を確認する。
②ふたを開ける前に機械のエンジンを停止させ、圧力
　調整ネジでエア抜きをする。
③給油ノズルを確実に取り付け、給油する。

危険物安全週間

催　

し

催　

し

問合先
定住推進課
 ☎（32）4776

消防通信 vol.121

　　

杉
原
紙
を
皆
さ
ん
に
も
っ
と

知
っ
て
ほ
し
い
、
応
援
し
て
ほ

し
い
と
の
思
い
か
ら
、
歴
史
や

技
術
を
分
か
り
や
す
く
学
べ
、

「
本
式
紙
漉
き
」（
職
人
用
）な
ど

が
体
験
で
き
る
、
よ
り
魅
力
的

で
入
門
的
な
杉
原
紙
の
体
験
講

座
を
年
5
回
開
講
し
ま
す
。

①「
技
術
」を
学
ぶ
講
座

と　

き　

6
月
24
日（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

【
以
降
の
予
定
】

②「
歴
史
」を
学
ぶ
講
座

9
月
17
日（
土
）

③「
縫
う
」ク
ラ
フ
ト
作
成
講
座

　

10
月
22
日（
土
）

④「
本
式
紙
漉
き
」体
験
講
座

　

12
月
10
日（
土
）

⑤「
楮
蒸
し
」「
楮
の
皮
む
き
」な

　

ど
作
業
見
学
や
体
験

　

１
月
下
旬

※
日
程
や
内
容
は
、
変
更
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

定　

員　

20
人
程
度

申
込
・
問
合
先　

地
域
振
興
課

　

☎（
32
）4
7
7
9

　

杉
原
紙
研
究
所　

　

☎（
36
）0
0
8
0

◉
創
業
・
起
業
ミ
ニ
セ
ミ

ナ
ー

　　　

町
内
で
の
創
業
・
起
業
に
興

味
が
あ
る
人
、
創
業
・
起
業
に

つ
い
て
学
び
た
い
人
を
対
象
に
、

基
礎
知
識
を
学
ぶ
た
め
の
ミ
ニ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
セ
ミ
ナ

ー
後
に
講
師
に
よ
る
個
別
相
談

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

具
体
的
に
創
業
内
容
が
決
ま
っ

て
い
な
い
人
で
も
、
初
め
て
の

人
で
も
大
歓
迎
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

6
月
30
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

役
場　

小
会
議
室

講　

師　

　

兵
庫
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　

津
賀
弘
光
さ
ん（
中
小
企
業
診

　

断
士
）

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
合
先

　

地
域
振
興
課　

商
工
連
携
室

　

☎（
32
）4
7
7
9

と　

き　

6
月
15
日（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

【
受
付
】午
後
12
時
30
分
〜
3
時

と
こ
ろ

　

小
野
市
う
る
お
い
交
流
館
エ

ク
ラ

対
象
者　

•
平
成
29
年
3
月
新
規
大
学
な

　

ど
の
卒
業
予
定
者

•
平
成
26
年
3
月
以
降
の
既
卒

　

者（
大
卒
な
ど
）

参
加
事
業
所　

　

北
播
磨
地
域（
小
野
市
・
加
西

市
・
加
東
市
・
西
脇
市
・
多
可

町
）の
企
業
25
社
程
度（
予
定
）

※
詳
細
は
、
6
月
上
旬
ご
ろ
兵

　

庫
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

掲
載
予
定
で
す
。

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
脇

　

☎（
22
）3
1
8
1

◉
青
野
祭

駐
屯
地
創
設
40
周
年
記
念
行
事

と　

き　

6
月
5
日（
日
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

と
こ
ろ

　

陸
上
自
衛
隊
青
野
原
駐
屯
地

内　

容　

　

記
念
式
典
、
訓
練
展
示
、
装

備
品
展
示
、
装
備
品
試
乗
、
音

楽
演
奏
、
自
衛
隊
紹
介
コ
ー
ナ

ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
子
供

広
場
、
野
点
、
あ
お
の
保
健
室

そ
の
他

　

Ｊ
Ｒ
社
町
駅
か
ら
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
合
先　

　

青
野
原
駐
屯
地

　

☎
0
7
9
4（
66
）7
3
0
1

　　

西
脇
・
多
可
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
事
援
助
サ

ー
ビ
ス
の
従
事
者
を
育
成
す
る

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

西
脇
市
民
会
館　

定　

員　

30
人

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

6
月
30
日（
木
）

問
合
先　

　

西
脇
・
多
可
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー

　

☎（
23
）5
6
8
6

◉
食
の
探
検
隊（
バ
ス
ツ
ア
ー
）

来
た
、
見
た
、
知
っ
た
！

　

北
播
磨
地
域
の
食
品
の
試
食

と
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
承
認
食
品
工

場
を
見
学
す
る
体
験
型
学
習
会

で
す
。

と　

き　

①
7
月
28
日（
木
）

②
8
月
2
日（
火
）

①
②
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ

•
加
東
健
康
福
祉
事
務
所（
保
健

　

所
）

•
ヤ
ク
ル
ト
本
社
兵
庫
三
木
工
場

対
象
者　

　

小
学
１
〜
3
年
生
と
そ
の
保

護
者

定　

員　

15
組（
30
人
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費　

無
料（
弁
当
持
参
）

申
込
期
限　

6
月
29
日（
水
）

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

　

加
東
健
康
福
祉
事
務
所（
保
健

　

所
）食
品
薬
務
衛
生
課

　

☎（
42
）9
3
6
8

北
播
磨　

い
き
い
き
情
報　

検
索

［＊］

講義内容

コミュニケーション技術

家事援助のポイント・マナー（清掃・
買い物など）
介護の基本と個人情報の取り扱いと
プライバシー

認知症の理解と接し方

車いすの介助について
外出の注意点

時間

午後 1時
30分
～

午後 3時
30分

　 日

7/11（月）

7/13（水）

7/20(水）

7/25（月）

7/27（水）

◉
手
漉
き
和
紙「
杉
原
紙
」

事
始
め
講
座
生
募
集

◉
北
播
磨
学
生
就
職
フ
ェ

ア
2
0
1
6

◉
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
研

修
会

　　　  今月の税・保険料の納付
　　　○町県民税　　　　　　　第１期
　　　○介護保険料　　　　　　第１期
※納付書にて 6月30日（木）までに納めてください。口座振替申
　込みがお済みの人は、6 月30日（木）に申込口座から振替をし
　ます。口座振替を希望する人は、金融機関、税務課、会計課、
　加美プラザまたは八千代プラザでお申し込みください。

　平成28年度から、町県民税と固定資産税の納期が変更され
　ています。また、従来の納付方法に加えて、コンビニ・ク　
　レジットカード納付ができるようになりました。



身体障がい者相談・知的障がい者相談・精神障がい者相談 西脇多可休日急患センター
当直勤務

北播磨小児救急医療電話
　　　　　　　　　　　　　相談センター

問健康福祉課　☎（32）5151

【身体障がい者・知的障がい者相談】
7 月 1 日（金）
　13：30～16：00　アスパル　
　小谷隆亮・西田義孝・吉崎敏郎
【身体障がい者相談】
6 月14日（火）
　13：30～16：00　加美プラザ
　藤村正幸・藤本　進
7月 4日（月）
　13：30～16：00  八千代プラザ
　安武昭弘・門脇昌弘

問西脇多可休日急患センター　☎（23）5380

と　き
6 月 9 日（木）
10：00～正午
6月20日（月）
10：00～正午
6月30日（木）
10：00～正午

ところ

加美プラザ

八千代プラザ

多可町役場

行政相談委員

門脇教蔵

門脇教蔵

大山昌子

問総務課
　☎（32）2382行政相談

と　き
6 月 2 日（木）
10：00～正午
7月 7日（木）
10：00～正午
6月14日（火）
10：00～正午
6月21日（火）
10：00～正午

ところ

アスパル

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

民生委員
吉田美文
長谷川雅美
岸本小夜子
高田　昇
今中　均
梅田勝司
松田優子
嶋田たづ子

心配ごと相談

※できるだけ相談日の 1週間前までに事前予約をお願いします。
※相談時間は原則 1 人 1 時間以内です。

国の仕事などについての苦情や要望を
聞き、行政運営に反映させます。

問消費生活
センター
☎（32）4777

消費生活・
多重債務相談

問近畿税理士会
西脇支部
☎（32）1477

税の
無料相談
近畿税理士会の税理士が税に関する
相談に応じます。※事前予約可
と　き　 6月 9日（木）
　　　　13：00～16：00(15:30受付終了)
ところ　多可町役場
　　

問多可町青少年
育成センター
☎（32）3423

多可っ子
悩み相談
と　き　毎週月～金曜日（祝日は除く）
　　　　9：00～16：00
相談内容
『児童・生徒の悩みや子どもの教育
に関する悩み全般』

　症状への対応方法などについての助言や適切な
受診医療機関の紹介を行います。
相談時間　18：00～22：00（年末年始・祝日を除く）

☎ 0794（62）1371

　兵庫県小児救急医療
電話相談でも、相談を
受け付けています。
※電話番号が下記のとお
　り変更されました。お
　掛け間違いのないよう、
　ご注意ください。

【新しい電話番号】
　☎♯8000番　
　☎078（304）8899
  (ダイヤル回線･IP電話)

【障がい者相談支援センター】
　☎（32）5180　FAX(32)1937
　
ところ　アスパル
と　き　9：00～ 17：00
　医療福祉センターのぎく相談員

【専門相談員による相談】　※予約優先
と　き　毎週火・金曜日
　　　　10：00～正午、13：00～16：00
ところ　多可町役場
※月・水・木は、西脇市役所☎(22)3111でも
相談できます。

※関係書類をお持ちください。
※相談員不在時は職員が伺い、相談員につ
なぎます。

診察日　　日曜日
診察時間　 9：00～17：00
ところ　　西脇病院救急外来室
•病状やけがの様子など、電話であらかじめご
　連絡ください。
•電話が混み合いご迷惑をお掛けしますが、し
　ばらくしてからお掛け直しください。
•必ず健康保険証をお持ちください。

※西脇市多可郡医師会の先生が交代で、入院を
　必要としない内科系の軽症患者の診察を行い
　ます。

担当の先生

山本　壽幸 先生

生野　哲雄 先生

林　 武志 先生

和田　良勝 先生

と　き

6 月 5日（日）

6月12日（日）

6月19日（日）

6月26日（日）

と　き

6 月 1 日（水）
10：00～15：00

6 月 1 日（水）
10：00～15：00                     
6 月 1 日（水）
10：00～15：00

ところ

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

人権擁護委員
安平富彦
伊藤久代
松浦久代
大江　保
棚倉初枝
近藤寛隆
安藤和志

問健康福祉課
　☎（32）5151

問健康福祉課
　☎（32）5151人権相談

人権に関わる相談に応じます。

　

あ
な
た
の
知
識
と
豊
富
な
経

験
を
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

　

西
脇
・
多
可
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
募
集

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

仕
事
内
容
や
仕
組
み
な
ど
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

会
員
の
条
件　

　

60
歳
以
上
で
健
康
で
働
く
意

欲
が
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
で
き
る

人と
き
・
と
こ
ろ

①
6
月
22
日（
水
）午
前
10
時
〜

　

八
千
代
プ
ラ
ザ

②
6
月
22
日（
水
）午
後
2
時
〜

　

中
央
公
民
館

③
6
月
23
日（
木
）午
前
10
時
〜

　

加
美
プ
ラ
ザ

④
6
月
25
日（
土
）午
前
10
時
〜

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
西

　

脇
市
支
部

問
合
先　

　

西
脇
・
多
可
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー　

多
可
町
支
部

　

☎（
32
）2
2
0
9

◉
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
募
集

募　

集

◉
臨
時
職
員
募
集

◉
嘱
託
職
員
募
集

母子保健事業と健康づくり事業
ケン助くん（健康づくりキャラクター）

毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」

母子保健事業

母子健康手帳交付
と

妊婦健康相談

もぐもぐ離乳食教室

のびのび子育て相談
10か月児育児教室

4か月児健診

3歳児健診
健康づくり事業

一般健康相談（保健師・栄養士）

町ぐるみ健診

栄養相談（病態別）
こころの相談

メンタルヘルス相談
 

こころのケア相談
アルコール問題相談

思春期・ひきこもり相談
HIV抗体（エイズ）・肝炎ウイルス検査・相談

専門栄養相談

月　日
6 月10日（金）

6月28日（火）

7月12日（火）

6月 2日（木）

6月23日（木）

6月15日（水）

6月21日（火）

6月21日（火）

月　日
6 月14日（火）

6月 9日（木）・10日（金）・12日（日）

6月19日（日）・20日（月）・22日（水）

6月30日（木）・7月 1日（金）

7月 3日（日）・4日（月）・5日（火）･7 日（木）

6 月17日（金）

6月15日（水）

6月24日（金）
 

6 月23日（木）

 8 月 9 日（火）

 6 月 9 日（木）

6月 2日（木）・16日（木）

 6 月 3 日（金）

時　間
15：30～17：00

8：45～10：30

15：30～17：00

9：45～10：00受付

9：30～11：10受付

9：30～10：00受付

13：00～13：20受付

13：15～14：00受付

時　間
9：30～11：30

8：30～11：00受付

9：00～16：00

9：30～15：30

13：30～16：00

13：00～

13：30～14：20

13：30～15：00

場　所
アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

場　所
アスパル

アスパル

加美体育館

ガルテン八千代体育館

アスパル

アスパル

八千代プラザ

西脇市役所

加東健康福祉事務所

対　象
持ち物：妊娠届出書・印鑑・個人番号がわ
　　　　かる書類（個人番号カード、番号
　　　　通知カードなど）
※個人番号カード以外の場合、別途本人
　確認書類（運転免許証など）が必要です。
※妊婦健康診査費助成の手続きも行いま
　す（町内に住所を有する妊婦）。

Ｈ27年12月～Ｈ28年 1 月生まれ（事前申込）

事前申込

Ｈ27年 7 月23日~ 8 月25日生まれ

Ｈ28年 2 月生まれ

Ｈ25年 3 月10日~ 5 月17日生まれ

備　考
栄養相談は要予約

持ち物：保険証・町ぐるみ健診受診票・
町ぐるみ健診整理券・特定健診受診券
（40 ～ 75 歳未満で特定健診（基本健診）
を受診される人のみ）など
※申し込みをしていない人で受診希望
　の人は、事前に健康福祉課まで

1 週間前までに要予約

要予約

要予約

要予約
（地域保健課☎42-5111）

要予約（健康管理課☎42-9436）

要予約（健康管理課☎42-9365）
難病や要介護者などに対する食生活相談、加
工食品の栄養表示基準制度などに関する相談

問健康福祉課　☎（32）5151

問加東健康福祉事務所地域保健課　☎（42）5111

　【
公
用
車
運
転
員
】

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格

•
普
通
自
動
車
第
１
種
免
許
所
持

•
無
事
故
・
無
違
反
で
健
康
状

　

態
が
良
好
で
あ
る
人

勤
務
時
間

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
月
〜
金
・
週
5
勤
務
）

※
右
記
以
外
の
運
転
業
務
あ
り

賃　

金　

月
額
15
万
円

雇
用
期
間　

8
月
1
日（
月
）

　

〜
平
成
29
年
3
月
31
日（
金
）

※
最
長
5
年
ま
で
更
新
あ
り

申
込
方
法

　

履
歴
書（
自
筆
・
写
真
添
付
・

様
式
自
由
）を
総
務
課
に
提
出

選
考
日　

6
月
25
日（
土
）

問
合
先　

総
務
課

　

☎（
32
）2
3
8
2

【
図
書
館
事
務
補
助
員
】

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格

•
図
書
館
司
書
資
格
所
持
が
望

　

ま
し
い

勤
務
時
間

　

午
前
9
時
45
分
〜
午
後
6
時

　
（
毎
週
日
曜
日
）

賃　

金　

時
給
8
4
0
円

雇
用
期
間　

8
月
1
日（
月
）

　

〜
平
成
29
年
3
月
31
日（
金
）

※
最
長
5
年
ま
で
更
新
あ
り

申
込
方
法

　

履
歴
書（
自
筆
・
写
真
添
付
・

様
式
自
由
）を
総
務
課
に
提
出

選
考
日　

6
月
25
日（
土
）

問
合
先　

総
務
課

　

☎（
32
）2
3
8
2

【
放
課
後
児
童
補
助
員
】

募
集
人
数　

若
干
名

雇
用
期
間　

7
月
21
日（
木
）

　
　
　
　
　

〜
8
月
31
日（
水
）

賃　

金　

時
給
9
0
0
円

※
交
通
費
な
し

申
込
方
法

　

履
歴
書（
自
筆
・
写
真
添
付
・

様
式
自
由
）を
こ
ど
も
未
来
課
に

提
出

申
込
期
限　

6
月
15
日（
水
）

選
考
内
容　

面
接

※
選
考
日
時
は
応
募
者
に
後
日

　

連
絡

そ
の
他　

資
格
不
問
・
学
生
可

問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課

　

☎（
32
）2
3
8
5お

知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催　

し
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お
知
ら
せ

募　

集

お
知
ら
せ

◉
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防

止
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

児童手当
6月期振り込みのお知らせ

　平成28年 2 ～ 5 月（ 4 カ月分）の児童手当を、6
月10日（金）に指定口座に振り込みます。入金状況
については、通帳などでご確認ください。
問合先　健康福祉課　☎（32）5151

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

　　

県
で
は
、
今
年
度
も
次
の
と

お
り
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

【
狩
猟
免
許
と
は
】　

　

狩
猟
期
間
中
に
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲

す
る
の
に
必
要
な
資
格
で
す
。

　

ま
た
、
県
や
町
の
許
可
を
受

け
て
実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲

に
も
原
則
的
に
必
要
で
す
。

【
狩
猟
の
楽
し
み
と
公
益
性
】　

　

狩
猟
は
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
や

料
理
を
楽
し
む
と
い
う
魅
力
の

ほ
か
、
農
林
業
被
害
を
与
え
る

野
生
動
物
の
生
息
頭
数
を
適
正

に
管
理
す
る
と
い
う
公
益
性
も

兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

【
試
験
に
つ
い
て
】

1
回
目

■
申
込
期
間

　

6
月
6
日（
月
）〜
24
日（
金
）

■
試
験
日
お
よ
び
場
所

　
7
月
23
日（
土
）姫
路

　
7
月
27
日（
水
）神
戸

　
8
月
6
日（
土
）

　

養
父
・
南
あ
わ
じ
路

※
6
日
は
、
わ
な
猟
試
験
の
み

2
回
目

■
申
込
期
間

　
7
月
25
日（
月
）〜
8
月
12
日（
金
）

■
試
験
日
お
よ
び
場
所

　
9
月
7
日（
水
）姫
路

　
9
月
17
日（
土
）神
戸

免
許
の
種
類

•
網
猟（
主
に
鳥
類
）

•
わ
な
猟（
獣
類
の
み
）

•
第
一
種
銃
猟（
装
薬
銃
・
空
気
銃
）

•
第
二
種
銃
猟（
空
気
銃
）

問
合
先　

　

農
政
環
境
部
鳥
獣
対
策
課

　

☎
0
7
8（
3
6
2
）3
4
6
3

◉
初
心
者
講
習
会

　

こ
れ
か
ら
狩
猟
免
許
試
験
を

受
験
さ
れ
る
人
を
対
象
に
し
た

講
習
会（
要
申
込
・
有
料
）が
実

施
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

　
6
月
4
日（
土
）・
11
日（
土
）

　

18
日（
土
）・
25
日（
土
）

 

8
月
6
日（
土
）・
20
日（
土
）

問
合
先　

兵
庫
県
猟
友
会

　

☎
0
7
8（
3
6
1
）8
1
2
7

全
国
一
斉

　　

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
を
巡
る
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
人

権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員
が

電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

と　

き

•
6
月
27
日（
月
）

　
　
　
　
　

〜
7
月
１
日（
金
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

•
7
月
2
日（
土
）・
3
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

相
談
番
号

　

☎
0
1
2
0（
0
0
7
）1
1
0

※
全
国
共
通
･
通
話
料
無
料

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

　

守
し
ま
す
。

問
合
先　

　

神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
0
7
8（
3
9
2
）1
8
2
1

日 受付
遺体の
火　葬 通夜 告別式

遺体の
保　管

出　張
祭　壇

小動物の
火葬/受付

○ ○ × ○ ○ × ○

○ × ○ × ○ ○ ×

○

前　日

休場日

翌　日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：平常どおり　×：休業

　

わ
が
国
に
は
、
依
然
と
し
て

多
数
の
不
法
滞
在
者
が
存
在
し

て
お
り
、
そ
の
多
く
は
不
法
就

労
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、

在
留
カ
ー
ド
な
ど
を
見
て
、
働

く
こ
と
が
で
き
る
在
留
資
格
で

あ
る
か
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

警
察
で
は
、
不
法
就
労
・
不

法
滞
在
な
ど
の
来
日
外
国
人
犯

罪
の
取
り
締
ま
り
の
ほ
か
、
企

業
な
ど
に
対
し
て
不
法
就
労
防

止
を
呼
び
掛
け
た
り
、
外
国
人

従
業
員
・
技
能
実
習
生
な
ど
に

対
し
て
は
、
事
件
・
事
故
な
ど

の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
の
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

問
合
先　

西
脇
警
察
署

　

☎（
22
）0
1
1
0

　

や
す
ら
ぎ
苑
で
は
、
斎
場
施

設
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
、

年
間
2
日
間
の
施
設
点
検
日
を

設
け
、
各
種
保
守
点
検
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
点
検
日
当
日
は

休
場
と
な
り
ま
す
が
、
受
付
な

ど
は
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

休
場
日

•
6
月
10
日（
金
）

•
10
月
9
日（
日
）

休
場
日
の
業
務
予
定

問
合
先　

や
す
ら
ぎ
苑

☎（
22
）3
6
4
4

◉
税
務
職
員
募
集

受
験
資
格

①
高
卒
見
込
み
の
者
お
よ
び
高

　

卒
後
3
年
を
経
過
し
て
い
な

　

い
者（
平
成
25
年
4
月
１
日
以

　

降
に
卒
業
し
た
者
）

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

　

準
ず
る
と
認
め
る
者

申
込
期
間

•
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 

6
月
20
日（
月
）〜
29
日（
水
）

•
郵
送
・
持
参

 

6
月
20
日（
月
）〜
22
日（
水
）

試
験
日

　

第
１
次
試
験  

9
月
4
日（
日
）

そ
の
他　

　

採
用
予
定
数
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

問
合
先　

　

西
脇
税
務
署
総
務
課

　

☎（
22
）3
1
7
2

 

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課

 

☎
0
6（
6
9
4
1
）5
3
3
1

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
人
に
、

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
ホ
ー
ム
ゲ

ー
ム
の
無
料
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

と　

き　

7
月
17
日（
日
）

　

午
後
6
時
試
合
開
始

と
こ
ろ　

　

ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸

試　

合

　

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸　

対

　
　
　
　
　

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

申
込
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
申
込
人
数（
4

人
ま
で
）、
参
加
者
全
員
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

7
月
1
日（
金
）　

申
込
先　

〒
6
5
2
‐
0
8
5
5

　

神
戸
市
兵
庫
区
御
崎
町
１
‐

　

2
‐
１「
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
応

　

援
デ
ー
係
」

※
当
日
窓
口
で
、
チ
ケ
ッ
ト
１

　

枚
に
つ
き
発
行
手
数
料
2
0

 

0
円
が
必
要
で
す
。

問
合
先　

　

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
チ
ケ
ッ
ト

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
8（
6
5
1
）1
2
2
2

 
◉
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
多
可

町
応
援
デ
ー

　

混
雑
解
消
に
向
け
、
昨
年
か

ら
始
め
た
指
定
日
時
に
よ
る
受

付
を
今
年
も
継
続
し
ま
す
。

　

町
ぐ
る
み
健
診
を
申
し
込
ま

れ
た
人
に
は
、
お
手
元
に
健
診

に
関
す
る
封
筒
が
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
健
診
指

定
日
時
を
記
載
し
た
整
理
券
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

す
ぐ
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

指
定
日
時
の
都
合
が
悪
い
場

合
は
変
更
が
で
き
ま
す
。
受
診

希
望
日
の
3
日
前
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

と　

き
・
と
こ
ろ

•
6
月
9
・
10
・
12
日

　

7
月
3
・
4
・
5
・
7
日

　

ア
ス
パ
ル

•
6
月
19
・
20
・
22
日

　

加
美
体
育
館

•
6
月
30
日
・
7
月
1
日

 

ガ
ル
テ
ン
八
千
代
体
育
館

受
付
時
間　

　

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
5
1

 
◉
町
ぐ
る
み
健
診
の
ご
案
内

ダ

ウン
ロー
ドして

ね！

簡単！便利！　広報たかをスマホで読もう！
スマホ用無料アプリ「i広報紙」をダウンロードすることで、いつ
でもどこでも広報紙を読むことができます。

◉簡単３ステップ！
１．Google playやApp Storeで「i広報紙」を
　　検索し、ダウンロード。
２．アプリの初回起動時に個人設定を入力。
３．地域設定で「多可町」を選択。

お
知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催　

し
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◉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」強
化
週
間

◉「
や
す
ら
ぎ
苑
」施
設
点

検
に
伴
う
休
場
日

曽我井・沢田遺跡出土の墨書土器
 里帰りして展示中!!

　平成17年度に、兵庫県立考古博物館によって発掘調
査が行われ、たくさんの墨書土器が出土した曽我井・
沢田遺跡の出土遺物の一部が、考古博物館での整理作
業を終えて、多可町へ里帰り。那珂ふれあい館の常設
展示室に展示されています。
　特に注目されるものとしては、「宗我西」、「宗我口」
と墨書で書かれた土器などがあります。正倉院文書に
「宗我部小敷 年十九 播磨国多可郡奈何郷戸主宗我部老人
戸口」と記され、中区に住んでいたと考えられている「宗
我部」を名乗る一族との関係が考えられるとともに、中
区曽我井が「宗
我」の遺称地で
ある可能性を示
唆する資料とな
ります。
　ぜひご来館く
ださい。
問合先
那珂ふれあい館
☎（32）0685

が

そ

そ

が べ

そ がそ　が　にし



募　

集

お
知
ら
せ

相　

談

募　

集

催　

し
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※「は～とふるSHOP」「モルゲン喫茶」…みどりの家み、開拓松葉園○、あすな
ろの郷あ、白ゆり会○がアスパル・モルゲンハイト八千代で運営するお店です。

※たかテレビの番組更新はPM5：00です。

松
白

◉
熊
本
地
震
災
害
兵
庫
県

義
援
金
募
集

たかテレビ番組表
　加入については、たかテレビ局までお問い合わせ
ください。
　番組表の確認・照会は、文字放送または携帯ＱＲコ
　　　　　　　　ードでご覧ください。
　　　　　　　　　番組更新は、月・火・木・土曜
　　　　　　　　日の午後5時です。
　　　　　　　　問合先　たかテレビ局　☎（35）1001

広　

告

み
ん
な
の

善
意

4
月
1
日
〜
30
日

お
く
や
み

4
月
1
日
〜
30
日
届
出
（
敬
称
略
）

6月6月6月
※ 5月13日現在で確認できた行事などを掲載しています。
※本誌記事内で取り上げた行事については割愛しています。

お
め
で
た

4
月
1
日
〜
30
日
届
出
（
敬
称
略
）

多可学園 6月一般教養講座

と　き　 6 月24日（金）  
　　　　午前10時～
ところ　中央公民館　大会議室
講　演　
　「家庭介護の心構え」
　吉永初喜さん（兵庫大学非常勤講師）

全国手漉き和紙青年の集い
杉原紙大会を開催！

全国手漉き和紙青年の集い
杉原紙大会を開催！

全国手漉き和紙青年の集い
杉原紙大会を開催！

と　き　 6月24日（金）
　午後 1時30分～
ところ　ベルディーホール
※入場無料

　 平成 9 年に旧加美町で
「全国手漉き和紙青年の集
い」が開催されてから19年。
全国の和紙職人や和紙研究
者140人が一堂に会し、再び
「杉原紙の里」で全国大会が
開催されます。昭和初期、
故寿岳文章氏（杉原紙の発祥
地が多可町であることを発
見）が、全国を旅して集めた
当時の和紙や肉声のテープ
などが初公開されます。
　一般の人も入場可能です
ので、ぜひこの機会に手漉
き和紙の可能性に触れてみ
てはいかがでしょうか。

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

デイサービスセンター
パワーリハビリ倶楽部

多可郡多可町中区鍛冶屋846 - 2

リハビリ・マッサージ
のことならおまかせく
ださい。
（介護保険適応）

0795-30-2708

お
知
ら
せ

　　

県
と
県
議
会
、
地
方
４
団
体

が
中
心
と
な
り
、
被
災
者
支
援

の
た
め
の
義
援
金
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
義

援
金
は「
ふ
る
さ
と
納
税
」（
寄
附

金
控
除
）の
対
象
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
限　

6
月
30
日（
木
）

募
集
方
法

　

口
座
振
替
に
よ
る
受
付

•
三
井
住
友
銀
行
神
戸
公
務
部

　

普
通
3
0
5
2
7
5
5

•
兵
庫
県
信
用
農
業
協
同
組
合

　

連
合
会
本
店

　

普
通
0
0
1
4
2
0
8

•
み
な
と
銀
行
本
店
営
業
部

普
通
1
9
2
9
4
4
3

•
但
馬
銀
行
神
戸
支
店

普
通
9
8
3
1
6
8
1

•
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

   
0
0
9
4
0
‐
9
‐
3
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2
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3

※
口
座
名
義
は
、
す
べ
て「
平
成

　

28
年
熊
本
地
震
災
害
兵
庫
県

　

義
援
金
」

問
合
先

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
兵

　

庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会
事

　

務
局

　

☎
0
7
8（
3
4
1
）7
7
1
1

ＨＰ  http://takemoto.tkcnf.com

◉ 社会保険労務士とのタイアップで
　       労務・社会保険・年金相談にも対応

◉ 税金や帳簿作成等でお困りの方は

多可郡多可町中区鍛冶屋423－6

0795（32）1477･0795（38）7011TEL

たけもと社労士事務所

竹本博文税理士事務所

1 日（水）

2 日（木）

3 日（金）

4 日（土）

5 日（日）

6 日（月）

7 日（火）

8 日（水）

9 日（木）

10日（金）

11日（土）

12日（日）

13日（月）

14日（火）

15日（水）

16日（木）

17日（金）

18日（土）

19日（日）

20日（月）

21日（火）

22日（水）

23日（木）

24日（金）

25日（土）

26日（日）

27日（月）

28日（火）

29日（水）

30日（木）

●はーとふるショップみ　AM11:30～アスパル

●モルゲン喫茶○　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
　投稿ビデオmini「あなたが主役！」修学旅行編

　アンコールアワー（再放送）

　分団消防操法大会（5/29・6/5）

　アンコールアワー（再放送）

●はーとふるショップあ　AM11:30～アスパル

●はーとふるショップみ　AM11:30～アスパル
　あっ！たかニュース

　アンコールアワー（再放送）

　アンコールアワー（再放送）

　トライやるリポート

●モルゲン喫茶○　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
　月ごと、まるごと　あっ！たかニュース

　働くひとvol.2

●はーとふるショップ○　AM11:30～アスパル

●はーとふるショップあ　AM11:30～アスパル

●多可町音楽祭　PM1:00～ベルディーホール

●はーとふるショップみ　AM11:30～アスパル

●モルゲン喫茶あ　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
　23000分の1（俵田、山口、田野口）
　食育、Book Guide、ピラティス

●子ども教室　AM9:00～八千代プラザ
●書道・ずこう教室　PM1:30～中児童館
　あっ！たかニュース

●硬筆　AM9:30～みなみ児童館
●書道　PM1:30～中児童館
　あっ！たかニュース

●モルゲン喫茶あ　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
●はーとふるショップ○　AM11:30～アスパル
●献血　AM11:30～多可町役場
　情報番組（仮）

　八千代つながるフェスティバル

●硬筆　AM9:30～みなみ児童館
　あっ！たかニュース

松

●モルゲン喫茶○　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
　劇団シーブ合同講演「この地球を救えと君が言ったから」

松

松
松

白
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☎（36）00 8 0
☎（36）11 0 4
☎（35）16 0 0
☎（32）43 2 8
☎（35）14 2 0
☎（36）02 1 2
☎（35）00 2 9
☎（37）20１0

杉 原 紙 研 究 所
紙匠庵でんでん
交 流 会 館
中 児 童 館
み な み 児 童 館
杉 原 谷 診 療 所
松 井 庄 診 療 所
八 千 代 診 療 所

☎（32）23 9 5

☎（32）23 8 5

☎（32）12 5 0

☎（32）51 7 0
☎（32）13 0 0
☎（32）06 8 5
☎（32）13 8 9
☎（35）10 0 1

学 校 教 育 課
（青少年育成センター）
こ ど も 未 来 課
【 公 民 館 】
中 央 公 民 館
【その他の施設】
多 可 町 図 書 館
ベ ル デ ィ ー ホ ー ル
那 珂 ふ れ あ い 館
中ふれあいセンター・隣保館
た か テ レ ビ 局

☎（32）51 2 2    
☎（32）51 5 1
☎（30）25 2 5

☎（30）08 5 5
☎（32）28 1 5

☎（35）00 8 0
☎（37）02 5 0

☎（32）23 8 4

【 ア ス パ ル 】
生 涯 学 習 課
健 康 福 祉 課
地域包括支援センター
【建設・上下水】
建 設 課
上 下 水 道 課
【コミュニティプラザ】
加 美 プ ラ ザ
八 千 代 プ ラ ザ
【 教 育 委 員 会 】
教 育 総 務 課

☎（32）23 8 0
☎（32）47 7 5
☎（32）23 8 2
☎（32）23 8 1
☎（32）47 7 9
☎（32）47 7 6
☎（32）23 8 6
☎（32）23 8 3
☎（32）47 7 7
☎（32）23 8 8
☎（32）23 8 9

【 多 可 町 役 場 】
代 表
議 会 事 務 局
総 務 課
プロジェクト推進課
地 域 振 興 課
定 住 推 進 課
税 務 課
住 民 課
生 活 安 全 課
産 業 振 興 課
会 計 課

選
挙

　

加
美
運
動
公
園
野
球
場
で
白

球
を
追
い
、
日
々
練
習
に
励
ん

で
い
る
の
が
、
通
信
制
・
相
生

学
院
高
等
学
校
多
可
校
野
球
部

の
皆
さ
ん
で
す
。
平
成
25
年
に

開
校
し
た
同
校
は
、
硬
式
野
球

に
特
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ
特
進
コ

ー
ス
で
、
生
徒
た
ち
は
寮
生
活

を
送
り
な
が
ら
勉
強
と
野
球
を

両
立
し
て
い
ま
す
。

　
「
学
校
見
学
の
と
き
に
、
先
輩

方
が
優
し
く
迎
え
て
く
れ
た
こ

と
と
、
充
実
し
た
野
球
環
境
に

惹
か
れ
ま
し
た
」と
話
す
西
山
太

心
君
。
地
元
・
大
阪
を
離
れ
、

部
員
30
人
を
ま
と
め
る
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
3
月
に
は
、

北
照
高
校（
北
海
道
小
樽
市
）野

球
部
を
春
夏
通
算
8
回
に
わ
た

り
甲
子
園
に
導
い
た
名
将
・
河

上
敬
也
さ
ん
が
新
監
督
に
就
任
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
課
題
を
見
出

し
、
今
は
チ
ー
ム
力
の
向
上
を

テ
ー
マ
に
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
「
ピ
ン
チ
を
グ
ッ
と
我
慢
し
て

乗
り
切
る
と
、
次
に
チ
ャ
ン
ス

が
や
っ
て
来
る
。
野
球
は
人
生

の
縮
図
で
す
。
社
会
に
出
て
か

ら
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
仲
間
と
協
力
し
て
乗
り
越
え

て
い
く
力
を
、
野
球
を
通
し
て

身
に
付
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
、

語
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
河
上
監
督
の
指
導
を

受
け
、
西
山
君
は
チ
ー
ム
が
明

る
く
な
っ
て
き
た
と
実
感
し
て

い
る
そ
う
で
、「
目
標
は
甲
子
園

出
場
。
ロ
ー
ス
コ
ア
の
試
合
を

制
す
る
チ
ー
ム
力
を
高
め
て
い

き
た
い
で
す
。
自
然
豊
か
な
恵

ま
れ
た
環
境
で
野
球
を
や
ら
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
多
可

町
の
人
た
ち
に
応
援
し
て
も
ら

え
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」と
、

決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　
「
私
は
、
野
球
で
町
お
こ
し
が

し
た
い
と
思
っ
て
こ
こ
に
来
た

の
で
、
多
可
町
の
人
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
活
躍
を
し
た
い

で
す
ね
。
野
球
を
通
し
て
、
高

齢
者
に
元
気
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
試
合

の
日
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
応
援

客
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
愛
さ
れ
る
チ
ー
ム
に
し

て
い
き
た
い
で
す
」と
話
す
河
上

監
督
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
で
す
ね
。

キ
ラ
リ
☆
輝
く

多
可
人

野
球
で
ま
ち
を
元
気
に
！

地
元
か
ら
愛
さ
れ
る
チ
ー
ム
へ
と

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

－Vol.125－
▲関西のほか、愛知県や香川県から集まっている生徒たち

▲声を出し、自分たちで盛り上げて練習 ▲「何事も本気で！」と指導する河上監督

相
生
学
院
高
校　

多
可
校　

野
球
部


